
研

究 立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

九
二
（
二
五
六
）

訓
練
付

時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果

１皿

次

は
じ
め
に

雇
用
管
理
の
課
題
と
訓
練
付
一
時
帰
休

－
　
需
要
構
造
の
変
化
と
操
業
率
の
低
下

２
，
雇
用
管
理
の
課
題
と
訓
練
付
一
時
帰
休

賃
金
補
助
と
「
多
能
工
」
化
の
水
準

－
　
賃
金
補
助
と
職
業
安
定
行
政
の
「
弾
力
」
性

２
　
「
多
能
工
」
化
の
水
準

お
わ
り
に

は

じ
　
め

に

　
雇
用
保
険
法
（
一
九
七
四
年
十
二
月
第
七
四
回
臨
時
国
会
成
立
・
七
五
年
四

月
全
面
施
行
）
の
役
割
に
つ
い
て
、
か
つ
て
筆
者
は
公
共
職
業
訓
練
の
対

象
者
、
修
了
者
の
就
業
規
模
お
よ
び
就
業
状
況
の
理
論
的
・
実
証
的
た

三
　
　
富

己糸

敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

分
析
を
つ
う
じ
て
、
確
定
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
作
業
か
ら
は
、
公

共
職
業
訓
練
の
対
象
者
が
、
　
コ
雇
用
調
整
」
の
も
と
で
「
反
発
」
さ
れ

た
労
動
力
に
集
中
さ
れ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
企
業
か

ら
の
雇
用
労
働
カ
の
派
遣
が
、
職
業
訓
練
派
遣
奨
励
給
付
金
・
有
給
教

育
休
暇
奨
励
給
付
金
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
派

遣
さ
れ
た
労
働
力
が
、
諸
給
付
金
給
付
期
間
（
一
コ
ー
ス
一
〇
〇
日
を
上
隈

と
す
る
）
の
終
了
後
解
雇
さ
れ
る
と
と
も
に
、
　
公
共
職
業
訓
練
修
了
老

と
し
て
も
再
雇
用
さ
え
保
障
さ
れ
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
の

諸
特
徴
を
導
き
え
た
。
そ
し
て
雇
用
保
険
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
て
ら

し
て
み
る
と
き
、
企
業
に
対
す
る
賃
金
補
助
を
っ
う
じ
て
コ
雇
用
調

整
」
を
促
進
す
る
法
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
そ
の
役
割
の
確
定
が

な
さ
れ
え
た
。
す
な
わ
ち
雇
用
保
険
は
、
雇
用
労
動
力
（
農
林
水
産
業
の



う
ち
五
人
未
満
の
個
人
経
営
の
事
業
を
除
く
全
て
の
事
業
の
労
働
力
）
の
賃
金

か
ら
控
除
さ
れ
プ
ー
ル
さ
れ
た
基
金
が
、
企
業
に
対
し
て
賃
金
補
助
と

し
て
支
給
さ
れ
、
雇
用
労
働
力
の
失
業
労
働
力
化
の
手
段
と
し
て
利
用

さ
れ
る
法
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
雇
用
保
険
に
よ
る
賃
金
補
助
の
関
係
は
、
そ
の
後
、
雇
用
安

定
資
金
制
度
（
七
七
年
五
月
第
八
十
回
通
常
国
会
可
決
・
十
月
施
行
）
の
新
設

に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
制
度
上
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
雇

用
調
整
給
付
金
、
高
年
齢
者
雇
用
奨
励
金
、
定
年
延
長
奨
励
金
、
地
域

雇
用
促
進
給
付
金
、
工
業
再
配
置
移
転
給
付
金
、
通
年
雇
用
奨
励
金
な

ど
に
加
え
て
、
新
た
に
発
足
し
た
訓
練
調
整
給
付
金
、
訓
練
調
整
費
助

成
金
、
事
業
転
換
等
訓
練
給
付
金
、
事
業
転
換
等
訓
練
費
助
成
金
、
事

業
転
換
等
休
業
給
付
金
、
事
業
転
換
等
出
向
給
付
金
、
な
ど
が
そ
れ
で

あ
る
。

　
本
稿
の
分
析
対
象
に
か
か
わ
る
訓
練
調
整
給
付
金
に
か
ぎ
っ
て
、
そ

の
利
用
状
況
を
一
瞥
す
れ
ぼ
、
そ
れ
は
き
わ
め
て
活
発
で
あ
る
。
給
付

金
の
交
付
は
、
産
業
別
に
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
で
も
鉄
鋼
、
造
船
、
化

学
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
給
付
金
は
、
鉄
鋼
産
業
に
か
ぎ
っ

た
だ
け
で
も
、
新
目
本
製
鉄
（
室
蘭
、
堺
、
広
畑
、
光
、
七
八
年
三
～
五
月
）
、
・

日
本
鋼
管
（
富
山
、
新
潟
、
同
年
一
～
三
月
）
、
住
友
金
属
（
小
倉
、
同
年
四

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

～
七
月
）
、
川
崎
製
鉄
（
西
官
、
七
七
年
十
二
月
～
七
八
年
一
月
）
、
神
戸
製

鋼
（
高
知
、
七
八
年
二
～
三
月
）
、
と
戦
後
高
蓄
積
過
程
を
主
導
し
て
き
た

大
手
銑
鍋
一
貫
メ
ー
ヵ
－
の
す
べ
て
で
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

て
雇
用
保
険
に
よ
る
賃
金
補
助
は
い
よ
い
よ
拡
大
さ
れ
、
そ
の
比
重
も

ま
す
ま
す
無
視
し
え
た
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
訓
練
調
整
給
付
金
を
支
柱
と
し
て
実
施
さ
れ
た
新

目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
の
訓
練
付
一
時
帰
休
の
分
析
を
つ
う
じ
て
、

「
合
理
化
」
に
お
け
る
そ
の
位
置
と
役
割
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
尚
、
分
析
対
象
を
新
日
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
に
１
設
定
し
た
こ
と
は
、

次
の
よ
う
な
推
察
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
広
畑
製
鉄
所
に

お
げ
る
賃
金
補
助
と
訓
練
付
一
時
帰
休
は
、
す
べ
て
の
製
鉄
所
の
な
か

で
最
も
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
広
畑
製
鉄
所
で
は
、
二

七
九
二
三
工
数
（
三
月
）
、
　
二
六
四
八
○
工
数
（
四
月
、
い
ず
れ
も
実
績
）

と
新
目
本
製
鉄
の
室
蘭
、
堺
、
光
の
各
製
鉄
所
実
績
を
上
廻
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
（
２
）

ぼ
か
り
で
は
な
く
、
富
山
六
三
〇
〇
工
数
、
新
潟
一
一
〇
〇
工
数

（
以
上
日
木
鋼
管
）
、
小
倉
二
ニ
ハ
Ｏ
工
数
（
住
友
金
属
）
、
西
宮
六
七
八
○

工
数
（
川
崎
製
鉄
）
、
高
知
四
九
五
工
数
（
神
戸
製
鋼
）
な
ど
他
会
杜
の
各

製
鉄
所
に
■
お
げ
る
訓
練
付
一
時
帰
休
の
工
数
を
、
四
～
五
六
倍
以
上
に

わ
た
っ
て
凌
篤
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
訓
練
調
整
給
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
（
二
五
七
）
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九
四
（
二
五
八
）

金
を
支
柱
と
し
て
実
施
さ
れ
た
訓
練
付
一
時
帰
休
の
分
析
は
、
広
畑
製

鉄
所
に
そ
の
対
象
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
合
理
化
」
に
お
げ

る
そ
の
位
置
と
役
割
を
も
っ
と
も
典
型
的
に
確
定
し
う
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。

　
　
（
１
）
拙
稿
「
『
完
全
雇
用
』
保
障
計
画
と
公
共
職
業
訓
練
」
、
『
立
命
館
経

　
　
　
済
学
』
第
二
十
五
巻
第
二
・
三
合
併
号
、
一
九
七
六
年
八
月
。

　
　
（
２
）
訓
練
調
整
給
付
金
の
認
定
は
、
・
八
分
の
一
以
上
の
工
数
を
訓
練
対
象

　
　
　
と
し
て
析
出
す
る
こ
と
を
、
一
つ
の
条
件
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

　
　
　
広
畑
の
観
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
新
目
本
製
鉄
の
他
製
鉄
所
に
比

　
　
　
較
し
た
広
畑
在
籍
人
員
の
多
さ
か
ら
推
察
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
七
八
。

　
　
　
年
三
月
の
在
籍
人
員
は
、
広
畑
九
一
九
一
名
、
室
蘭
六
五
〇
一
名
、
光

　
　
　
三
一
〇
六
名
、
堺
三
五
二
一
名
で
あ
る
（
大
蔵
省
『
有
価
証
券
報
告
書
』

　
　
　
新
目
本
製
鉄
分
に
よ
る
）
。

１
　
雇
用
管
理
の
課
題
と
訓
練
付
一
時
帰
休

　
　
　
１
　
需
要
構
造
の
変
化
と
操
業
率
の
低
下

　
訓
練
調
整
給
付
金
の
適
用
申
請
に
つ
い
て
会
杜
が
労
働
組
合
に
提
起

し
て
き
た
の
は
、
七
八
年
一
月
二
十
六
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
ー
っ
い

て
の
労
使
協
定
締
結
を
め
ぐ
る
相
互
の
や
り
と
り
の
中
で
会
杜
は
、
訓
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１
９（５

１
６

０
．Ｎ」報月計統『合組出輸鋼鉄本日

，

部楽倶材鋼）所出（

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

練
付
一
時
帰
休
実
施
の
基
本
的
な
目
標
が
「
今
後
の
厳
し
い
低
成
長
」

に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
「
企
業
の
体
質
改
善
」
に
お
か
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

と
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
に
て
ら
し
て
み
る
と
き
、

本
稿
の
分
析
は
、
あ
ら
か
じ
め
日
本
の
鉄
鋼
産
業
を
め
ぐ
る
資
本
蓄
積

条
件
の
変
化
に
つ
い
て
の
考
察
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
鋼
材
を
め
ぐ
る
需
要
は
、
国
内
需
要
回
復
の
主
た
る
要
因
で
あ
る
民

問
設
備
投
資
が
依
然
と
し
て
低
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
七
三
年
を
頂
点

と
し
て
以
降
、
大
幅
な
低
下
を
辿
っ
て
い
る
（
第
－
表
）
。
い
ま
普
通
鋼

鋼
材
の
用
途
別
受
注
に
っ
い
て
一
瞥
す
れ
ぱ
、
国
内
需
要
低
下
の
主
因

は
、
産
業
機
械
、
電
気
機
械
、
船
舶
、
自
動
車
、
容
器
と
す
べ
て
の
産

業
分
野
で
大
幅
な
落
ち
込
み
が
み
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
七
五
年
度
）
。

こ
の
傾
向
は
、
七
六
年
度
に
は
い
っ
て
、
電
機
、
容
器
、
自
動
車
な
ど

に
お
げ
る
需
要
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
比
較
的
短
期
間
の
う
ち
に
も
ち

な
お
し
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
七
六
年
度
に
お
げ
る
国
内
需
要
の

低
落
を
下
支
え
す
る
こ
と
に
な
っ
た
産
業
機
械
、
電
気
機
械
の
受
注
は
、

七
七
年
度
そ
れ
ぞ
れ
前
年
同
期
比
十
四
％
、
十
七
劣
の
減
少
を
示
す
に

い
た
り
、
さ
ら
に
船
舶
の
受
注
は
三
年
連
続
の
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て

い
る
（
通
産
省
『
鉄
鋼
統
計
月
報
』
）
。
こ
の
よ
う
に
鋼
材
需
要
は
、
政
府

の
景
気
対
策
を
反
映
し
た
公
共
事
業
関
連
部
門
に
お
げ
る
わ
ず
か
な
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
二
五
九
）
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１１８２０８１

２

７
一

７

７

２
・

７

７６８

０

０
一
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０
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０
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３

０
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６

２
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５
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０
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４
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７

８

０
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６
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８

０

０
一
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５

９
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８

６
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７

５
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８

７

４
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４

８

７
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６

０

２
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８

０

０
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９
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一
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０

０
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成作りよ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
（
二
六
〇
）

加
が
み
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
世
界
的
な
船
腹
過
剰
に
よ
る
新
造
船
需

要
の
減
退
な
ど
過
剰
資
本
の
累
積
の
も
と
で
、
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　
鋼
材
需
要
の
低
下
は
、
成
品
在
庫
の
増
加
を
つ
う
じ
て
、
大
手
メ
ー

ヵ
ー
に
お
げ
る
生
産
調
整
を
ひ
き
お
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
六
五
年
度

四
一
二
九
六
千
ト
ソ
、
七
〇
年
度
九
二
四
〇
六
千
ト
ソ
、
七
二
年
度
一

〇
二
九
七
二
千
ト
ソ
と
増
え
っ
づ
け
て
き
た
粗
鋼
生
産
は
、
七
三
年
度

に
一
二
〇
〇
一
七
千
ト
ソ
と
最
高
を
記
録
し
て
の
ち
、
七
四
年
度
一
一

四
〇
三
六
千
ト
ソ
、
七
五
年
度
一
〇
二
三
二
二
千
ト
ソ
、
七
六
年
度
一

〇
七
三
九
九
千
ト
ソ
、
七
七
年
度
一
〇
二
四
〇
五
千
ト
ソ
、
と
最
高
時

に
較
べ
て
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
〇
千
ト
ソ
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

（
通
産
省
『
鉄
鋼
統
計
月
報
』
）
。

　
粗
鋼
生
産
の
大
幅
な
落
ち
込
み
は
、
最
大
の
生
産
量
を
誇
る
新
目
本

製
鉄
に
も
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
七
三
年
度
に
四
〇
九
九
三
千
ト

ソ
と
最
高
を
記
録
し
た
粗
鋼
生
産
は
、
七
四
年
度
三
七
〇
二
〇
千
ト
ソ
、

七
五
年
度
三
二
二
九
三
千
ト
ソ
、
七
六
年
度
三
四
三
九
四
千
ト
ソ
、
と

お
よ
そ
五
六
〇
〇
千
ト
ソ
の
削
減
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
（
第
２
表
）
。

　
さ
て
、
新
日
本
製
鉄
に
お
け
る
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
は
、
八
幡
、
室
蘭
、

釜
石
、
広
畑
、
名
古
屋
、
堺
、
君
津
、
大
分
、
と
八
箇
所
か
ら
な
る
が
、
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８

３
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８

５

５
一

８

５４９

０

０
一

０１

６

９
一

９

８

３
・

９

２

６
一

９

７
０

７
１

７
２

７
３

７
４

７
５

７
６

の
　
　
び

率

）％（

）月２年
７
８

１
９（５ユ

０
．Ｎ』報時査調『会合連合組働労

鉄
　
。
製
る
本
あ
日
で
新
で
　
ま
山
月

績
３
実
年
産
翌
生
り
別
よ
場
月
工
４
『
も
盟
れ
連
ず
鋼
い
鉄
は
本
度
目
年

）
　
）
所
注
出
（
（

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

粗
鋼
生
産
の
大
幅
な
落
ち
込
み
は
、
各
製
鉄
所
に
平
均
し
て
あ
ら
わ
れ

て
い
る
わ
げ
で
は
な
い
。
む
し
ろ
生
産
は
、
機
械
・
装
置
が
比
較
的
古

く
要
員
も
相
対
的
に
ー
多
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
製
鉄
所
に
お
い
て
著
し

く
低
下
し
、
反
対
に
、
機
械
・
装
置
が
最
も
新
し
く
要
員
も
相
対
的
に

少
な
い
製
鉄
所
に
お
い
て
増
加
さ
え
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
要
員

一
人
あ
た
り
ト
ソ
数
比
の
低
い
製
鉄
所
で
は
、
粗
鋼
生
産
の
低
下
が
著

し
く
、
反
対
に
、
そ
れ
の
高
い
製
鉄
所
で
は
、
生
産
の
増
加
さ
え
み
ら

れ
る
。
い
ま
七
四
年
十
一
月
の
製
鉄
所
別
要
員
一
人
あ
た
り
粗
鋼
ト
ソ

数
に
つ
い
て
の
数
値
を
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
だ
げ
で
も
拾
い
あ
げ

て
み
る
と
、
八
幡
二
七
・
六
七
、
室
蘭
四
八
・
六
六
、
広
畑
三
五
・
〇

三
、
名
古
屋
三
五
・
七
一
、
君
津
九
六
・
〇
三
、
大
分
九
八
・
二
九
で

あ
る
（
新
日
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
『
調
査
時
報
』
Ｍ
１
０
）
。
こ
の
数
値
を
念

頭
に
措
い
た
う
え
で
第
３
表
を
考
察
す
れ
ぼ
、
新
目
本
製
鉄
に
お
げ
る

粗
鋼
生
産
は
ほ
と
ん
ど
の
製
鉄
所
で
減
産
さ
れ
た
結
果
、
全
体
に
低
下

し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
際
、
一
人
あ
た
り
粗
鋼
ト
ソ
数
値
の
低
か
っ

た
八
幡
、
室
蘭
、
広
畑
、
名
古
屋
の
各
製
鉄
所
で
生
産
低
下
率
が
著
し

く
、
反
対
に
、
数
値
の
相
対
的
に
高
か
っ
た
君
津
で
低
下
し
て
は
い
る

も
の
の
そ
の
率
は
比
較
的
に
小
さ
く
、
さ
ら
に
、
最
も
数
値
の
高
か
っ

た
大
分
で
は
粗
鋼
生
産
の
低
下
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
大
幅
な
増
産
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
二
六
一
）
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続
げ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
八
幡
、
室
蘭
、
広
畑
、
名
古
屋
、
堺
の
比

重
は
低
下
傾
向
を
辿
り
、
君
津
、
大
分
の
比
重
が
上
昇
す
る
こ
と
に
ー
な

っ
た
（
第
３
表
）
。

　
広
畑
製
鉄
所
の
比
重
の
低
下
は
、
操
業
率
の
低
下
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
一
端
を
考
察
す
れ
ぼ
、
連
続
熱
延
の
操
業
率
は
全
杜

平
均
七
七
・
○
劣
に
較
べ
、
広
畑
七
五
・
Ｏ
％
、
大
秒
の
操
業
率
も
全

杜
平
均
四
七
・
○
％
に
較
べ
広
畑
四
三
・
○
％
、
と
相
対
的
に
低
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

っ
て
い
る
（
七
七
年
度
％
期
）
。
こ
の
結
果
、
広
畑
に
お
い
て
は
、
対
基

準
設
備
能
力
比
で
五
〇
％
さ
え
大
幅
に
下
廻
る
と
い
っ
た
低
操
業
の
状

況
さ
え
、
一
部
の
ラ
イ
ソ
で
う
ま
れ
て
い
る
（
第
４
表
）
。
か
っ
て
広
畑

の
主
力
成
品
で
あ
っ
た
厚
板
の
ラ
イ
ン
は
、
造
船
業
界
の
構
造
的
な
不

況
（
広
畑
の
成
品
は
市
場
立
地
か
ら
石
川
島
播
磨
重
工
業
相
生
工
場
に
－
出
荷
さ

れ
て
い
た
）
の
影
響
を
直
接
に
受
け
て
最
も
低
い
操
業
率
を
記
録
し
て

い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
川
崎
製
鉄
・
水
島
の
新
大
形
工
場
の
稼
動
（
六

八
年
六
月
）
の
影
響
を
受
け
て
低
下
を
ま
ぬ
が
れ
な
か
っ
た
同
年
八
月

以
降
に
お
い
て
さ
え
、
七
一
劣
以
上
の
操
業
率
が
維
持
さ
れ
て
い
た
大

形
ラ
イ
ソ
で
も
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
三
〇
～
五
〇
％
台
の
操
業
率
で
推

移
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
第
４
表
で
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
、
冷
延
、
ブ

リ
キ
、
電
気
亜
鉛
の
各
ラ
イ
ソ
に
お
げ
る
操
業
率
は
、
相
対
的
に
高
水

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

準
で
持
続
し
て
い
る
。
し
か
も
、
電
磁
鋼
板
ラ
イ
ソ
の
そ
れ
は
、
基
準

設
備
能
力
い
っ
ぱ
い
に
ま
で
ひ
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
の
ラ
イ
ソ
で
生
産
的
に
消
費
さ
れ
る
鉄
鋼
総
量
は
比
較
的
少
な
く
、

こ
れ
ら
を
以
っ
て
広
畑
の
粗
鋼
生
産
量
を
基
本
的
に
上
昇
に
転
じ
さ
せ

る
ま
で
に
は
、
い
た
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
広
畑
製
鉄
所
で
は
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
高
蓄
積

過
程
の
結
果
で
あ
る
過
剰
資
本
の
累
積
を
基
底
と
し
た
鋼
材
需
要
構
造

の
変
化
、
と
そ
の
も
と
に
．
お
げ
る
端
緒
的
に
し
ろ
集
中
生
産
方
式
の
採

用
に
よ
っ
て
、
低
水
準
の
操
業
率
を
以
っ
て
生
産
が
な
さ
れ
て
い
る
。

２
　
雇
用
管
理
の
課
題
と
訓
練
付
一
時
帰
休

広
畑
に
お
げ
る
操
業
率
の
低
下
と
成
品
量
の
縮
小
は
、
そ
の
も
と
に

お
げ
る
「
合
理
化
」
が
い
く
ぶ
ん
か
緩
和
さ
れ
た
水
準
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
、
い
さ
さ
か
も
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
過
剰
資
本
の
累
積
の
も
と
に
お
げ
る
操
業
率
の
低
下
は
、
遊
休
設
備

部
分
の
増
加
に
よ
っ
て
、
回
転
期
問
の
相
対
的
な
緩
慢
化
を
も
た
ら
さ

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
場
合
、
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
は
、
回
転
期
問

の
短
縮
に
よ
る
と
き
と
は
反
対
に
、
遊
休
設
備
の
増
加
に
対
応
し
て
縮

小
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
剰
余
価
値
量
の
充
用
総
資
本
に
対
す
る
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
二
六
三
）
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一
〇
〇
（
二
六
四
）

合
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
利
潤
率
は
、
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
亡
れ

に
対
抗
す
る
手
段
と
し
て
は
、
回
転
期
間
の
緩
曼
化
が
操
業
率
の
低
下

に
よ
っ
て
避
げ
ら
れ
た
い
状
況
の
も
と
で
、
ま
ず
不
変
資
本
充
用
上
の

節
約
と
し
て
設
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
固
定
的
・
流
動
的
不
変
資
本

の
節
約
は
、
剰
余
伍
値
量
に
比
較
し
た
総
資
本
の
相
対
的
減
少
に
結
果

す
る
こ
と
を
つ
う
じ
て
、
利
潤
率
を
上
昇
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
同
一
労

働
時
問
内
に
お
げ
る
労
働
支
出
の
増
大
が
、
労
働
者
数
の
削
減
を
積
粁

と
し
て
位
置
づ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
労
働
の
濃
密
化
に
よ
る
相
対
的

剰
余
価
値
生
産
の
拡
大
さ
れ
た
規
模
の
遂
行
を
も
と
に
、
利
潤
率
の
上

昇
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
に
は
次
の
事
情
が
意
味
さ
れ

て
い
る
。

　
「
も
し
も
一
人
の
労
働
者
に
合
理
的
に
は
二
人
で
な
げ
れ
ば
で
き
な

い
労
働
が
押
し
つ
げ
ら
れ
る
た
ら
ば
、
そ
し
て
こ
の
一
人
が
三
人
の
か

わ
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
そ
れ
が
押
し
つ
げ

ら
れ
る
な
ら
ぱ
、
こ
の
一
人
は
以
前
の
二
人
分
の
剰
余
労
働
を
提
供
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
剰
余
価
値
率
は
上
が
っ
た

　
　
　
（
３
）

の
で
あ
る
」
。
　
こ
の
よ
う
に
、
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
と
可
変
資
本

の
削
減
を
積
粁
と
し
た
労
働
の
濃
密
化
が
、
過
剰
資
本
の
累
積
の
も
と

で
強
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
利
潤
率
の
低
下
傾
向
に
対
抗
す
る
手
段
と
し
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｝

１
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０
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０
８
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

５

４
３
一

３
．

５
．

８
一

６
一

年
２
／

Ｌ
２
．

’４
・

６

４

６
Ｅ
Ｕ

１

７

４

３

８
ｏ
ｏ
１
２
３
１

５７

｝

Ｕ牙期

量
量
形
板
熱
延
キ
鉛
性
性

銑
鋼

亜
向
捕

リ

方
無

気
｛

出
出
大
厚
連
冷
ブ
電

磁電

号
　
　
行

２
１
　
実
　
て

１
　
　
は
　
　
　
っ

第
　
　
月
　
　
な

　
　
１
０
　
　
と

１
。
‘
　
　
ｏ

報
成
ち
　
月

情
作
う
　
　
３

間
り
の
　
　
～

旬
よ
期
　
１

『
に
／
４
　
翌

同
号
３
　
が

　
各
７
年
　
期

臥
の
ぐ
〃

８
帥
じ

月
ｕ
同
　
・
月

７
月
。
　
一

年
４
る
　
１
０

７
５
年
あ
　
が

引
農
燭

叢
鮒
３

第
鴛
明

刈
入
９
　
一

一
４
日
～
　
洲

石
酊
螂

合
－
計
　
２
／

晦
蝶
月

蝦
州
脇
寛
鰍

筒
馳
、

製
２
４
あ
ま

本
０
月
２
／
で
釧

潟
篇
駆

　
ｑ
　
　
期

）
　
　
　
　
　
）

所
　
　
注

出
　
　
（

（

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

て
位
置
づ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
に
規
定
さ
れ
て
製
鉄
所
は
、
君
津
、
大
分
と
の
粗
鋼
生
産
性

格
差
を
強
調
し
な
が
ら
、
広
畑
が
現
有
機
械
・
装
置
を
基
本
的
に
変
更

し
な
い
状
態
で
い
か
に
君
津
、
大
分
水
準
に
接
近
す
る
か
と
い
う
見
地

か
ら
「
合
理
化
」
諸
手
段
の
編
成
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

広
畑
で
は
、
操
業
率
の
低
下
に
対
応
し
て
　
『
中
期
体
質
五
カ
年
計
画

（
七
六
～
八
○
年
度
）
』
（
以
下
１
『
計
画
』
と
略
称
す
る
）
が
策
定
さ
れ
、
こ

れ
に
そ
っ
て
利
潤
率
の
上
昇
が
意
図
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
老
朽
機
械
・
装
置
の
更
新
は
、
維
持
費
の
低
減
を
図
る
範
囲
内
で

お
こ
な
わ
れ
は
す
る
も
の
の
、
基
本
的
に
現
有
の
機
械
・
装
置
が
維
持

さ
れ
て
い
く
。
こ
の
も
と
で
、
目
標
管
理
制
度
、
　
「
自
主
管
理
」
運
動

な
ど
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
徹
底
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
が
は
か
ら
れ
、

さ
ら
に
、
技
術
職
の
み
な
ら
ず
主
務
職
、
外
注
部
門
と
も
対
象
に
し
た

要
員
の
「
合
理
化
」
、
こ
れ
と
結
合
さ
れ
た
労
働
の
濃
密
化
が
企
図
さ

れ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
目
標
値
は
、
新
日
本
製
鉄

の
他
製
鉄
所
の
そ
れ
と
比
較
し
て
「
よ
り
シ
ュ
ビ
ァ
ー
」
に
設
定
さ
れ

　
　
（
４
）

て
い
る
。

　
そ
こ
で
雇
用
管
理
の
課
題
を
い
っ
そ
う
具
体
的
に
規
定
し
、
そ
こ
に

お
け
る
訓
練
付
一
時
帰
休
の
役
割
を
確
定
す
る
た
め
に
も
、
　
『
計
画
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
　
（
二
六
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
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（
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十
七
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・
第
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に
そ
っ
た
諸
手
段
が
ど
の
よ
う
に
．
展
開
さ
れ
た
か
、
に
つ
い
て
詳
述
し

て
み
よ
う
。

○
ｏ
　
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約

　
『
計
画
』
の
第
一
年
度
に
あ
た
る
七
六
年
度
の
コ
ス
ト
削
減
目
標
は
、

前
年
度
下
期
実
績
の
二
一
〇
％
達
成
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

新
目
本
製
鉄
全
杜
の
共
通
目
標
を
一
〇
％
上
廻
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

意
味
で
広
畑
は
、
会
杜
の
目
標
値
の
う
え
に
「
独
自
の
挑
戦
的
た
目
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

を
掲
げ
て
」
初
年
度
の
出
発
を
画
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
目
標
の
達
成
の
た
め
に
、
前
年
度
に
お
け
る
収
益
対
策
委
員
会
を

改
め
て
、
新
た
に
目
標
管
理
制
度
に
よ
る
目
標
管
理
委
員
会
と
目
標
値

検
討
委
員
会
と
が
設
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
そ
っ
て
各
ラ
ィ
ソ
の
目
標
が
設

定
さ
れ
た
。
各
ラ
イ
ソ
で
は
、
副
原
料
・
一
般
資
材
購
入
費
の
削
減
、

ス
ラ
ブ
ニ
重
運
搬
の
防
止
、
メ
ッ
キ
成
品
オ
ー
バ
ー
材
の
減
少
、
配
船

調
整
の
強
化
と
荷
役
能
率
の
向
上
、
作
業
外
注
費
の
削
減
（
工
程
事
務

部
）
、
均
熱
炉
・
加
熱
炉
原
単
位
の
低
減
、
総
合
成
品
歩
留
の
向
上
（
熱

延
部
）
、
冷
延
薄
板
・
鍍
金
成
品
・
電
磁
成
品
対
ホ
ツ
ト
成
品
歩
留
の

向
上
（
冷
延
電
磁
部
）
、
副
生
ガ
ス
利
用
率
の
向
上
、
発
電
用
蒸
気
原
単

位
の
低
減
、
用
水
電
力
原
単
位
の
低
減
（
動
力
工
場
）
、
な
ど
「
操
業
技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

術
の
隈
界
に
挑
戦
す
る
」
、
「
挑
戦
的
努
力
値
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
二
六
六
）

　
同
時
に
、
コ
ス
ト
を
削
減
し
て
い
く
う
え
で
は
、
そ
れ
が
「
自
主
管

理
」
活
動
を
支
柱
と
し
て
こ
そ
最
も
効
果
的
に
遂
行
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
製
鉄
所
は
、
　
「
自
主
管
理
」
活
動
と
コ
ス
ト
削
減
と
の
一
体

化
を
推
進
し
た
。
こ
れ
は
、
各
ラ
イ
ソ
に
お
げ
る
省
ユ
ネ
ル
ギ
ー
、
歩

留
向
上
の
目
標
値
の
達
成
が
、
炉
を
生
産
量
に
あ
わ
せ
て
集
中
的
に
使

用
す
る
生
産
方
式
（
加
熱
炉
）
、
コ
ス
ト
の
安
い
夜
間
電
力
を
利
用
す
る

た
め
操
業
を
夜
間
に
集
中
さ
せ
る
方
式
（
電
気
炉
）
、
こ
れ
ま
で
の
操
業

方
式
の
見
直
し
に
よ
る
バ
タ
ー
ソ
加
工
の
こ
こ
ろ
み
（
均
熱
炉
）
、
と
い

っ
た
こ
と
が
労
働
老
の
経
験
と
知
識
に
依
存
す
る
こ
と
な
し
に
は
不
可

能
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
製
鉄
所
は
、
労

働
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
発
見
さ
れ
指
示
さ
れ
る
節
約
を
、
コ
ス
ト
削

減
の
目
標
に
ょ
っ
て
至
上
命
令
化
す
る
と
と
も
に
、
　
「
自
主
管
理
」
活

動
を
、
削
減
目
標
値
に
そ
っ
て
組
織
的
に
編
成
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
　
『
計
画
』
初
年
度
は
、
目
標
値
一
二
〇
％
よ
り
高

い
レ
ベ
ル
の
一
二
二
％
と
い
う
達
成
を
み
た
。
製
鉄
所
所
長
は
、
こ
の

数
値
が
「
こ
の
一
年
間
の
み
な
さ
ん
方
の
血
の
に
じ
む
よ
う
た
努
力
の

　
　
　
（
７
）

結
実
で
す
」
と
述
べ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
　
「
挑
戦
的
な
努
力
値
」
は
、
そ
の
後
も
七
七
年
度
上
期
、

前
年
度
下
期
に
対
し
て
鋼
材
ト
ソ
当
り
一
〇
〇
〇
円
の
引
き
下
げ
、
七



七
年
度
下
期
、
前
年
度
下
期
に
対
し
て
鋼
材
ト
ソ
当
り
三
五
〇
〇
円
の

引
き
下
げ
、
七
八
年
度
、
七
七
年
度
下
期
実
績
に
対
し
て
二
二
〇
％
の

コ
ス
ト
削
減
、
と
年
を
追
う
ご
と
に
加
速
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ

た
。　

コ
ス
ト
削
減
の
た
び
重
な
る
目
標
の
引
き
上
げ
と
そ
の
後
の
遂
行
は
、

コ
ス
ト
重
視
に
よ
る
成
品
品
質
の
低
下
と
い
っ
た
局
面
さ
え
生
み
だ
す

と
こ
ろ
ま
で
す
す
め
ら
れ
た
。

　
「
改
善
・
開
発
グ
ル
ー
プ
と
し
て
・
…
：
ユ
ー
ザ
ー
と
コ
ソ
タ
ク
ト
し

て
い
る
立
場
か
ら
広
畑
の
成
品
を
見
る
と
、
品
質
面
で
他
杜
と
比
べ
て

若
千
、
苦
し
い
場
面
も
出
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
コ
ス
ト
引
き
下
げ
ぼ
か

り
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年
（
七
八
年
引
用
者
）
は
所
と
し

て
黒
字
転
換
の
年
で
あ
る
と
共
に
ー
、
品
質
保
障
の
年
で
も
あ
る
、
と
強

　
　
　
　
　
　
（
８
）

調
し
た
い
で
す
ね
」
。

　
し
か
し
、
品
質
管
理
の
強
調
は
、
コ
ス
ト
削
減
の
そ
の
後
の
目
標
値

を
引
き
下
げ
る
こ
と
に
つ
う
ず
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
七
八
年
度
上

期
に
は
、
鋼
塊
ト
ソ
当
り
一
〇
〇
〇
円
の
一
貫
コ
ス
ト
引
ぎ
下
げ
（
製

鋼
部
）
、
　
「
ホ
ッ
プ
Ｃ
Ｄ
（
コ
ス
ト
ダ
ゥ
ソ
）
」
３
０
０
」
に
よ
る
溶
銑
コ

ス
ト
ト
ソ
当
り
三
〇
〇
〇
円
の
引
き
下
げ
（
製
鋼
部
）
、
年
問
十
二
億
円

の
コ
ス
ト
引
き
下
げ
に
そ
う
目
標
の
設
定
（
設
備
技
術
室
）
、
な
と
こ
れ

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

ま
で
に
も
ま
し
た
目
標
値
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、

加
速
度
的
な
引
き
上
げ
で
あ
る
だ
げ
に
、
　
「
Ｚ
Ｄ
相
談
所
」
の
設
置
に

よ
る
テ
ー
マ
の
「
ア
ド
バ
イ
ス
」
、
協
力
会
杜
に
１
よ
る
作
業
量
の
減
少
、

た
ど
と
結
び
つ
い
て
展
開
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
コ
ス
ト
削
減
が
、
労
働
者
の
経
験
と
知
識
に
よ
る
節
約
の

発
見
を
基
盤
と
し
な
が
ら
も
、
彼
ら
の
手
ま
ち
時
間
の
縮
減
、
会
議
手

当
の
減
ら
さ
れ
た
も
と
で
の
実
質
的
な
時
間
外
労
働
の
増
加
、
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ｃ
幻
　
可
変
資
本
の
節
約

　
可
変
資
本
の
節
約
で
は
、
雇
用
総
量
の
大
幅
な
圧
縮
と
過
勤
務
手
当

の
絶
対
的
な
削
減
が
、
こ
こ
ろ
み
ら
れ
て
い
る
。

　
雇
用
総
量
の
圧
縮
に
お
い
て
は
、
技
術
職
の
七
七
年
度
か
ら
八
一
年

度
ま
で
に
毎
年
度
約
三
〇
〇
名
の
要
員
「
合
理
化
」
、
同
じ
く
主
務
職

の
七
六
年
度
か
ら
八
○
年
度
ま
で
十
五
％
三
〇
〇
名
の
要
員
「
合
理
化
」
、

さ
ら
に
外
注
部
門
の
七
六
年
度
中
の
五
〇
〇
名
を
含
め
七
六
年
度
か
ら

八
○
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
二
〇
％
約
九
〇
〇
名
の
要
員
「
合
理
化
」
、

が
計
画
さ
れ
っ
ぎ
っ
ぎ
と
実
施
に
う
っ
さ
れ
て
い
る
。

　
本
工
労
働
老
の
約
一
八
○
○
名
に
お
よ
ぶ
削
減
は
、
年
満
者
（
五
五

歳
定
年
満
期
退
職
者
）
の
後
補
充
を
原
則
的
に
実
施
し
な
い
こ
と
、
　
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
二
六
七
）
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一
〇
四
（
二
六
八
）

　
　
　
　
　
雛
｝
射
　
津
諦
舞
洋
畑
◎
難
溝
璃
註
洋
ヴ
９
（
鶏
・
Ｈ
蜻
・
寧
望
罰
醜
卑
国

（
探
高
一
＞
）

鞘
・
Ｈ
鹸
一

丁
事
丁
霜
丁
尋
一
一
鞘
・
Ｈ
鏑
一

寧

一
尋
丁
事
一
尋

詞
　
　
　
輩

踊
　
　
　
茸

隔
　
　
　
幟

く
メ
斗
ト
麹
麟

嗣
商
汁
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ミ

醐
轟
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鴫
蝿
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メ
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キ
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商
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崇
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購
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斗
摘
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Ｈ
繭
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薄
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・
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黒
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宣
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ロ
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冨
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－
署
ｏ
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苓
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。
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閉
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）
汁
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濠
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（
時
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撃
・
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と
一
一
義
ｅ
“
耐
Ｈ
斗
ミ
七
－
尊
書
一
篭
望
ア
ぎ
令
慕
卦
ｄ
一
叫
Ｈ
拙
ミ
七
－
確
癌
～
葺
ｄ
べ
つ
汁
営
べ
ｏ
。
辛
回
命
卦
ｅ
於
勢
声
ｃ
汀
菅
ｄ
べ
蛾
削
ｅ
～
諭
◎
～
「
汁
。

　
　
　
寄
令
戸
甜
ｑ
か
掌
曽
ｅ
“
耐
サ
三
叫
訓
温
ｄ
駄
か
。

　
　
　
繕
．
Ｈ
鯖
皇
蓑
司
前
ｑ
～
鵠
域
斗
癖
鴬
書
蓼
べ
ｏ
青
属
串
ｅ
剖
灘
俳
ざ
Ｈ
つ
か
『
酋
雷
、
諏
麹
』
摘
お
ｏ
。
¢
ｅ
鮪
昨
醐
欧
卑
購
藷
～
映
さ
べ
つ
汁
じ
叱
富
舟
隔
一
葛
肯
屏
串
ｅ
剖
欝
吠
さ

　
　
べ
つ
か
『
直
醒
、
諏
難
』
擁
竃
¢
一
鵠
－
竃
巾
ｅ
蛾
閉
訪
汁
ｑ
見
営
輝
撃
黒
『
察
ｅ
蟻
』
摘
ｏ
。
偉
坤
（
葛
青
Ｎ
出
昌
〕
）
剖
欝
ｓ
萬
議
蛾
丙
ぴ
～
じ
つ
Ｈ
ト
醐
蛾
ｅ
～
祈
三
〔
ｃ
汁
。

己
退
職
」
な
ど
に
っ
い
て
も
最
低
眼
の
採
用
に
と
ど
め
て
対
処
す
る
こ

と
、
　
「
付
帯
的
」
な
作
業
の
外
注
化
と
そ
れ
に
付
随
し
た
出
向
を
お
こ

な
う
こ
と
、
な
ど
の
方
法
を
以
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結

果
、
新
規
学
卒
者
の
採
用
は
、
技
術
職
杜
員
に
か
ぎ
っ
て
考
察
し
た
だ

け
で
も
、
七
五
年
度
二
二
四
名
に
較
べ
七
六
年
度
六
〇
名
、
七
七
年
度

三
二
名
、
と
大
幅
な
減
少
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
各
ラ
イ
ソ
で
は
、

新
年
度
に
新
入
祉
員
が
全
く
配
置
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
た
、
新
し
い
人
員
が
あ
て
が
わ
れ
た
場
合
で
も
、
七
五

年
度
に
お
け
る
十
名
前
後
と
い
う
状
況
か
ら
は
一
変
し
、
多
い
と
こ
ろ

で
二
な
い
し
三
名
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
５
表
）
。

　
『
計
画
』
に
そ
っ
た
本
工
労
働
者
の
削
減
は
、
七
六
年
九
月
に
お
い

て
各
ラ
イ
ソ
に
配
置
さ
れ
て
い
る
労
働
老
の
数
を
、
七
四
年
同
月
に
比

し
て
も
九
三
％
の
水
準
に
ま
で
低
下
さ
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
七
七
年

九
月
に
は
、
七
四
年
同
月
に
較
べ
て
八
九
％
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
削
減
が

す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
第
６
表
）
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ク
ス
エ
場
、

設
傭
技
術
課
を
除
い
て
す
べ
て
の
課
・
工
場
に
お
け
る
削
減
に
よ
る
も

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

の
で
は
あ
る
が
、
と
く
に
、
操
業
率
の
水
準
と
か
か
わ
っ
て
原
料
、
海

運
、
陸
運
、
製
銑
、
鋼
片
、
厚
板
な
ど
で
著
し
く
削
減
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
七
七
年
九
月
の
要
員
は
、
ち
ょ
う
ど
一

〇
年
前
の
六
七
年
水
準
を
さ
え
下
廻
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら

推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
要
員
「
合
理
化
」
の
計
画
は
、
こ
う
し
た
傾
向

を
さ
ら
に
お
し
す
す
め
、
一
九
八
一
年
度
に
は
六
〇
〇
〇
名
を
わ
ず
か

に
上
廻
る
本
工
労
働
者
で
、
生
産
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
ほ
か

な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
年
満
者
と
中
途
退
職
者
の
不
補
充
は
、
ラ
イ
ソ
に
配
置

さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
絶
対
的
な
減
少
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
を
っ
う
じ

て
、
労
働
組
合
と
の
間
に
確
認
さ
れ
て
い
る
掛
ご
と
の
要
員
協
定
の
改

定
な
し
に
は
、
実
施
さ
れ
え
な
い
。
こ
の
た
め
要
員
の
改
定
は
、
一
部

の
機
械
・
装
置
の
休
止
や
非
連
続
操
業
化
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
四
組

三
交
替
制
の
三
組
三
交
替
化
、
一
組
あ
た
り
人
員
の
縮
小
、
交
替
勤
務

の
常
昼
勤
務
化
、
食
事
交
替
要
員
の
縮
小
、
暫
定
要
員
の
ひ
き
あ
げ
、

さ
ら
に
協
力
会
杜
へ
の
業
務
の
外
注
化
、
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
二
六
九
）
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胃
ｏ
』

Ｎ
昌
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ｏ

ｏ
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べ
．
ｏ
ｏ
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胃
一
べ

繁
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ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
○

Ｏ
Ｏ
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◎
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ｃ
ｏ
震

Ｏ
Ｏ
ト
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崖
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Ｈ
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Ｈ
ｃ
ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
◎
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富

ｓ

¢
ｏ
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畠
』

忘
．
べ

震
．
Ｈ

胃
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ｏ
ｏ
べ
一
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ｏ
◎
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．
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８
．
◎

ｏ
○
．
べ

Ｈ
　
　
　
　
　
　
寺

ｃ
ｏ
ｓ

ミ
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１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

単
　
　
・
・
裏
；
一
。
・
妻
・
・
き
一
。
・
盲
；
・
誓
彗
三
・
三
責
套
・
。
二
姜
三
一

（
庄
黒
）
醐
汁
燵
察
（
濁
蛾
〕
料
燵
察
）
肝
畠
燵
繁
ヨ
峨
塵
嶺
津
璽
隷
『
見
畠
い
レ
ー
×
』
¢
車
（
お
雪
青
旨
出
旨
口
）
一
難
口
料
摩
繁
肝
昌
峰
璽
腎
吟
『
直
富
．
轟
茜
』
摘
ｓ
巾
（
富
青
ｏ
。
出

　
　
。
。
ｏ
口
）
一
摘
ｏ
。
べ
¢
（
ミ
肯
ｏ
泣
旨
口
）
一
摘
旨
Ｈ
叩
（
富
苓
Ｈ
ｏ
出
ベ
ロ
）
一
滴
－
ｏ
ｏ
Ｈ
巾
（
ミ
辛
ｏ
出
ｏ
口
）
片
Ｇ
寺
舜
。

（
暗
）
講
講
碧
峡
璽
肇
繭
癌
肇
謀
爵
圏
棄
ｅ
怜
＞
畑
汰
片
ｑ
ト
剖
鶏
・
Ｈ
堕
〔
芭
ノ
ベ
畑
糊
（
津
璽
萬
昨
肺
）
～
ｒ
ｄ
叫
萬
串
ラ
き
ｗ
さ
ｄ
竺
島
つ
寺
癖
痢
逗
ト
ｅ
簿
語
埜
叫

　
　
ｅ
～
菅
さ
べ
つ
か
ｏ

　
　
　
暗
義
盛
黒
頁
メ
温
膏
つ
「
一
芦
舟
ｏ
出
－
口
ｅ
見
笛
鱈
繋
黒
萬
講
ｅ
滞
濁
司
～
炉
膏
“
鶏
～
「
べ
ｅ
瞬
岸
汽
片
ぴ
。

　
　
　
雷
争
ｏ
出
ｅ
糊
畑
匹
ｇ
争
富
出
ｅ
糧
畑
柵
於
叶
脚
潜
淳
ヨ
ｅ
洪
儒
司
糾
ｄ
黒
宵
「
ぴ
ｄ
べ
「
弁
塑
＞
畑
」
餅
於
叶
脚
鱈
繁
黒
ク
詞
繭
鄭
窟
「
汁
つ
～
つ
“
疎
図
ｅ
び
仁
〔
騨
耐
脈

　
　
ざ
汁
ぴ
ｅ
ｄ
針
か
。

（
第
７
表
）
。
　
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
り
、
七
五
年
二
月
十
七
目
か
ら
七
八

年
五
月
二
十
九
目
ま
で
、
筆
者
の
記
録
し
え
た
だ
け
で
も
九
六
八
人
、

改
定
前
の
要
員
比
で
一
二
二
％
の
減
少
が
は
か
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
協
定
要
員
の
削
減
ば
か
り
で
は
な
く
、
操
業
率
の
低
い
ラ

イ
ソ
に
協
定
に
し
た
が
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
る
要
員
を
、
比
較
的
操
業

率
の
高
い
ラ
ィ
ソ
ヘ
「
応
援
」
要
員
と
し
て
目
常
的
に
派
遣
す
る
こ
と

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

も
、
お
こ
な
わ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
要
員
・
人
員
運

用
お
よ
び
、
そ
の
話
し
合
い
の
場
の
改
訂
』
（
七
七
年
十
一
月
一
日
実
施
）

に
よ
っ
て
、
操
業
率
と
生
産
量
の
変
動
に
対
応
し
た
要
員
配
置
が
実
施

さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
改
訂
交
渉
の
さ
い
製
鉄
所
は
、
　
「
作
業
長
単
位
を
越
え
る
応
援
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

る
が
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
要
員
設
定
も
あ
り
う
る
の
か
」
と
い
う
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
二
七
一
）
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＞
◎
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訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

一
〇
九
（
二
七
三
）
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位
を
越
え
る
応
援
引
用
者
）
も
あ
る
と
考
え
て
ほ

し
い
◎
例
え
ば
、
類
似
し
た
Ａ
職
場
と
Ｂ
職
場
が
あ
り
、
時
間
帯
に
む

ズ
レ
が
あ
っ
て
、
稼
動
率
が
Ａ
職
場
が
七
〇
％
、
Ｂ
職
場
が
三
〇
％
だ

っ
た
場
合
、
Ｂ
職
場
か
ピ
Ａ
職
場
へ
の
応
援
を
前
提
と
し
た
要
員
設
定

　
　
　
　
（
１
０
）

も
あ
り
う
る
」
。

　
操
業
率
の
低
く
な
っ
た
ラ
イ
ソ
ヘ
の
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
要
員
配
置

は
、
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
量
の
相
対
的
な
縮
小
を
つ
う
じ
て
、
利
潤



率
の
低
下
に
よ
っ
て
あ
が
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
た
め
製
鉄
所

は
、
フ
ル
生
産
の
も
と
で
可
能
で
あ
り
、
機
械
・
装
置
の
各
ポ
ジ
シ
ョ

ソ
ご
と
に
配
置
さ
れ
て
い
た
要
員
を
、
生
産
量
の
変
動
に
応
じ
た
配
置

に
改
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
操
業
率
の
低
い
ラ
イ
ソ
の

要
員
を
事
実
上
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
で
の
剰
余
価
値
率
の

低
下
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
、
捻
出
さ
れ
た
要
員
を
操
業
率

の
高
く
労
働
濃
密
化
の
一
段
と
進
め
ら
れ
て
い
る
ラ
イ
ソ
ヘ
集
中
的
に

配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
剰
余
価
値
量
の
拡
大
と
剰
余
価
値
率
の
上

昇
が
意
図
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
目
常
的
な
応
援
が
、

そ
の
後
の
要
員
協
定
の
改
定
に
さ
い
し
て
実
績
と
し
て
算
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
き
き
と
り
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
さ
て
、
杜
外
工
労
働
者
の
削
減
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
製

鉄
所
は
、
粗
鋼
月
産
二
六
万
ト
ソ
に
み
あ
っ
た
杜
外
工
数
と
し
て
約
三

六
〇
〇
名
を
算
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
五
年
間
で
約
九
〇

〇
名
の
削
減
を
、
杜
外
企
業
と
の
契
約
工
数
の
再
検
討
、
同
一
作
業
の

一
元
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
杜
外
工
労
働
者
の
削
減
が
本

工
労
働
者
を
縮
小
し
て
い
く
う
え
で
の
不
可
欠
の
手
段
と
さ
れ
て
い
る

彼
ら
の
杜
外
企
業
へ
の
出
向
の
拡
大
と
、
軌
を
一
に
し
て
す
す
め
ら
れ

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
一
端
は
、
さ
き
の
第
７
表
か
ら
も
う
か
が

い
知
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
よ
り
端
的
に
は
第
８
表
に
み
る
ご
と
く
で

あ
る
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
厚
板
、
大
形
な
ど
の
直
接
的
生
産
工
程
か

ら
直
接
に
実
施
さ
れ
て
い
る
ぱ
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
か
ら
一
た
ん
海

運
、
陸
運
、
緑
化
、
土
木
の
各
課
に
配
置
転
換
さ
れ
、
一
定
期
問
の
経

過
し
た
の
ち
、
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
事
態
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
関
係
会
杜
イ
コ
ー
ル
杜
外
企
業
と
い

う
こ
れ
ま
で
の
解
釈
が
拡
大
さ
れ
、
鉄
鋼
成
品
の
需
要
家
で
あ
る
自
動

車
メ
ー
ヵ
ー
も
関
係
会
杜
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
い
す
ず
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ー
ユ
）

へ
の
出
向
が
、
実
施
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
法
的

な
雇
用
関
係
は
新
目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
に
お
か
れ
て
い
る
も
の
の
、

賃
金
の
大
部
分
は
派
遣
先
の
い
す
ず
白
動
車
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
可
変
資
本
の
節
約
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
要
員
「
合
理
化
」
の
目
的
は
、
そ
の
一
環
と
し
て
採
用
さ

れ
た
生
産
量
に
応
ず
る
要
員
の
配
置
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
操
業

率
の
低
下
に
よ
る
剰
余
価
値
量
の
縮
小
と
い
う
事
態
に
対
抗
し
た
、
剰

余
価
値
率
の
増
大
に
よ
る
利
潤
率
の
上
昇
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
た
ら
た

か
っ
た
。

　
『
計
画
』
に
そ
っ
た
要
員
「
合
理
化
」
が
、
可
変
資
本
の
節
約
に
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
二
七
九
）
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ヨ
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測
鶏
・
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蜻

簸
薄
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汁
　
　
　
　
謀

蔚
茸
軍
鵠
蹄

溝
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醐
欺
卑
滞

円
儲
麟
毒

醐
欧
卑
癖

鱒
　
　
　
　
難

醐
　
　
欧
　
　
笥

汁
　
　
　
　
迫

ｕ
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メ

＼
司
青
メ
津
詩
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醐
欺
卑
癖
薄
請

薄
茸
単
幣
映
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蟻
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商

歯
商
時
轟

諦
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商

制
商
汁
謀
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蝿

轟
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、
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満

　
　
　
洪

　
　
　
席

　
　
　
謀

　
　
　
麟

薫
商
　
餅

　
　
　
　
陳

　
　
　
解

Ｈ
　
ヰ
灘

誓
＞
王
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義
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繋
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黒
浄

ＨＨＨＨ
ｏ
ｏ

ｏ
０ＨＨ

ｏ
◎Ｈ一

］
１

啓
旨

　
一
　
～

　
ｏ
◎

　
ｏ
ｏ

　
ｏ
◎
　
心
　
ト

韓
囲
義
出
灌
繋
尋

竃
商
時
慨

丁
婁
馨
嚢

｝
円
滞
購
議
卑
癖
麟
毒
寧

｛
寓
難
さ
寧

糠
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・
渦
Ｎ
灌
麹
一

薄
茸
麹
商
酔
覇
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畿

鰹
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麹
麟
寧

、
購
詩
理
解
寧
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灘
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耳
蚕
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寓
欝
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寧

丁
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＼
司
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解
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洞
商
汁
謀
嘩
蝿
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寧
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Ｈ
ヰ
漣
寧
ヰ
灘
潜
螺

一
六
（
二
八
○
）

一
誓
圭
三

紳

Ｈ
Ｈ
＼
Ｈ
Ｏ

旨
＼
Ｈ

事
Ｈ
＼
Ｈ

富
．
旨
＼
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＼
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＼
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ト
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＼
Ｈ
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Ｈ
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ミ
８

Ｎ
＼
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。
。
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旨

。
。
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ミ
Ｈ
ｍ

一
１
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○
○
国
噂
Ｈ
嚇
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誌
繊
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謀
Ｈ
蜻
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茸
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射
．
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勢
躍
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◎
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講
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蛛
串
）
◎

離
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欺
笥
薄
蹄

汁
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Ｈ
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薄
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～
ｏ
。
静
吉

○
．
射
．
勺
蒲
辮
嵩
蘭
議
瀞
砲

嗣
商
肖
弁
さ
～
寺
淋
煤
聯
　
　
甘
鴎
騨
喋
輌

商
罵
串
酔
覇

切
巾
笥
誌
誹
茸
ｅ
撞
葺
旨
勢
胃
岬
牒
「
癌
淋
」

舜
臣
◎
事
域
プ
“
＼
、

蝉
躍
旨
灘
満
覇
畿
ｅ
滞
瀞
奇
撚

Ｈ
融
ｅ
－
料
吉
～
Ｈ
痢
無
高
ｅ
滞
曝
沖



藤
薫
津

欝
警
麟

毘
　
尋
　
箒

欝円
儲
騰

竃潜
津
茸
　
軍

溝

茸毒臨竃議キ繋器欝

　
　
　
ミ

耀
撃
覇
輩

溝
　
Ｈ
　
潜
竃

い
斗
ミ
升
ｉ
嘩
闇

さ
　
　
　
　
　
舜

藤
薄
購
茸

醐
欺
斗
鮮
津
詳

醐
　
欺
騰
毒

時
蹄
鮮
茸
軍
器
尋

畑
　
　
　
　
　
商

詩
　
　
　
　
　
幟

轡
　
　
　
　
　
ｄ

溝
　
Ｎ
　
嬉
警

蜜
　
　
　
　
　
キ

ｕ
　
　
－
　
　
、
　
　
メ

　
　
　
、

吉
　
　
　
　
　
舜

箒
　
　
　
　
　
嵩

　
　
　
、

ｕ
－
、
メ
篭
冊
註
図

浄
　
　
　
　
篤

メ繁

ぺ
■

国繁詞庸薄円鴻醐蒔メ
〕

霧浄

““

、
。

、
、、ミ

叢
榛
　
薫

冒薫挙蛙書身

　
濡
　
薄

　
　
ｄ
　
凄
謙
購

、
　
　
メ

挙篤

　
Ｈ

　
］
ー

き
ｍ
Ｏ

　
］
■

　
］
ｌ
　
Ｈ

　
］
．
　
仁

　
ｃ
ｏ

　
ｃ
０
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｎ
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｎ
　
ｍ
　
仁

　
Ｎ
ｃ
０

　
Ｈ

　
］
．
　
Ｎ
　
Ｈ
　
Ｈ

　
ト
ｏ
　
仁

　
Ｎ
ｃ
ｏ

繁
薫
購
毒
薄
茸
映

　
　
　
、

詞
挙
一
域
茸
一
洞
商
洋
～

醐
域
掌
牒
津
茸

蜜
キ
Ｈ
鯖
講
ト
ｏ
ヰ
菖
章

潜
津
Ｈ
鎮
討
笥
撃

酷
義
岸
茸
版
ｏ
．

射
．
勺
簿
牒
嵩

　
、
。
■
★
メ
津
茸
到
騨
寧

一
嚢
議

繕
諸
康
饒
噂
贈
撃

警
キ
摺
Ｎ
ヰ
陰
撃

潜
欝
婁
謝
購
葦

醐
蒸
蜜
商
Ｈ
蜻
謙
購
寧

繋
講
嵩
苓
嵜
糠
婁

詞
米
、
ｒ
　
踏
並
．
洋
～

ヌ
蒼
誉
嵩
穴
．
内
．

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

ミ
Ｈ
ミ
Ｈ
べ
＼
Ｈ
～

ミ
崖

ｏ
＼
Ｈ
牟

ｍ
＼
旨
ヰ

ｏ
＼
Ｈ

ミ
Ｈ

ミ
Ｈ
牟

ｏ
＼
覇

べ
＼
岬
牟

ｃ
。
＼
Ｈ
牟

Ｃ
。
＼
Ｈ
Ｏ
牟

ｏ
。
＼
８

。
。
＼
Ｈ
ｏ
ミ

ミ
Ｈ
幸

｝
ｏ
・
甲
墨
毒

圧
尋
箭
商
鞘
漁
薄
◎
瀬
畑
鼻
頸

薄
毒
磯
琴
鮮
茸
◎
滞
誼
吉

潜
勢
満
謹
魯
、
メ
斗
ト
悪
隷
糠
繁

喋
憎
誉
勢
胃
覇
搬

潮
畑
県
頸

い
い
ン
ー
ヰ
ミ
〃
ミ
ユ
．
韓
童
婁
く
メ
斗
ト
謡
瀧

　
ベ
ミ
、
－
斗
二
べ
、
。
“
べ
＼

一
嚢
姦
嚢

一
七
（
二
八
一
）
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普
◎
。
淋

尋
渤
陪
淘
・
国
廟
蔀
溝
・
鼻
繭
◎
洋
請

一
八

（
二
八
二
）

ヨ
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鶏
・
Ｈ
鏑
　
　
ヨ

ヨ
　
剥
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一
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、

　
　
ミ

　
　
、

　
　
ミ

　
　
ミ

　
　
ミ

洞
曽
汁
謀
噂
蝿

耀
　
　
　
　
灘

潜
　
　
　
　
蜜

洞
　
　
　
　
商

汁
　
　
　
　
謀

商
　
　
　
　
蓼

扁
　
　
　
　
薄

繁
薫
罎
義

事
　
　
　
　
儲

溝描藩描斗汁謙藤嗣溝醸溝繁溝瀞繁Ｈ謝

ＨＮ薫

］
．

メ

序缶康商庸謙

薫
嵩

Ｈ薄Ｈ薄ＨＮ薄

嵌商庸商庸蒔商

濠溝餅溝購謀鱒餅肺灘餅曝餅爵灘餅凍苓輝

整
＞
王

彗
測
・
爵
白
繁
　
一
整
韮
三

雌

杜
～
ｍ

ｏ
～
ｏ
ｏ

閉
～
べ

　
］
．
　
い

　
］
．
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｈ
　
Ｎ
　
Ｎ

　
　
Ｈ

　
　
０

　
　
杜

　
　
ｍ

　
　
切

　
　
切

　
Ｈ
Ｏ

　
　
閉

　
　
Ｈ

　
Ｈ
○

　
　
～

　
　
Ｈ

描
Ｈ
商
餅
寧
　
　
ト
ｏ
＞
輔
隔

描
Ｎ
商
餅
寧
杜
～
蜆
＞
前
隔

寓
謙
轟
蹄
寧
べ
～
Ｈ
Ｏ
＞
前
滞

耀
麹
庸
饒
鴫
蝿
寧

吉
舜
舞
単
箪

一
婁
・
寧

　
回
繁
帝
糠
穴
．
穴
．

満
畢
崩
輝
津
詩
奇
＼
、
１

商
蓼
氏
茸
寧

ヌ
蚤
ヨ
茸
覇
潮
麻

掴
計
謙
熊
Ｈ
奇
撃

講
商
噂
贈
Ｈ
騎
毒
紛
寧

ｏ
＼
崖

ｏ
＼
Ｈ

ミ

岬
＼
旨

ｏ
＼
Ｈ

、

ｏ
＼
旨

ｏ
。
＼
べ

べ
＼
Ｈ

ミミ、

一
「
戴
嘉
ミ
、
ミ
爵

「
愉
塑
＞
畑
」
べ
さ
ぷ
＼
メ
◎
浦
Ｈ

氏
亙
雌
ｅ
糠
瀞
鞘
富
一
醤
国
獄
痢

料
舟
ｏ
・
泣
員
轟
ｅ
９
岬
６
じ
く
洋
畑
罰
巌
一

蚤
兼
康
ヰ

〕
メ
÷
粛
薄

氏
　
　
　
亘

耳



、

濤

警

Ｈ
秀
漆
秦
溝
章

ミ

溝
繁
覇
挙

詞

挙

］
１

潜

竃

導

Ｎ
岸
旨

］
．

畑

商

円

嵩

Ｈ
　
↑
樽
難
吉
掌

ミ
Ｈ

Ｈ
鯖
享
罫
翠
寺
糠

、

謙

購

Ｈ

醐
戴
竃
詩

諦

膚

Ｈ

、

爵

警

］
．

樽

繋
ト
「
－ｉ
－

ヨ

。
。
＼
Ｈ

与
諜
昧
◎
董
評

潜
繋
菊
挙

雨

商

司

膚

Ｈ
　
斗
｝
鱈
醇
尋
円
嵩
妻

ミ
Ｈ

商

墨

彗

康

Ｈ
　
嵩
彗
庄
尋
掌

べ
＼
Ｈ
ミ

＞
口

一
二

丁
・
…
－
；
工

’

‘

（
Ｅ
黒
）
蝉
口
料
燵
察
Ｒ
昌
津
璽
腎
吟
『
直
聲
酎
魯
ｅ
蹄
“
（
選
尋
～
這
Ｈ
Ｈ
“
芦
「
Ｈ
ｏ
薄
史
暑
汁
ｏ
べ
＞
｝
ｄ
映
葺
＆
、
ｄ
汁
）
片
Ｇ
寺
罫

　
（
時
）
ト
塗
叫
掌
帥
〔
Ｎ
か
昌
醜
蔀
夢
Ｅ
ヨ
一
黒
渤
滞
璽
〔
ｏ
つ
べ
ｅ
申
ｄ
胱
ｃ
掌
童
〔
甘
ｑ
か
＞
遺
噂
讐
〔
ｏ
ぐ
、
ｄ
叫
男
嘗
き
づ
ノ
か
。
糾
汁
さ
法
榔
柾
高
餅
〔
｛
か
口
譜
き
膏
身

　
　
繭
（
］
い
鯖
一
享
吠
吟
け
）
＆
吻
『
…
欄
江
・
＼
！
功
｝
筒
、
竈
～
小
ｅ
酬
｝
吟
ぐ
ノ
ｅ
鮪
一
ｅ
屋
讐
』
（
ベ
ベ
令
Ｈ
Ｈ
出
Ｈ
〕
滞
甘
蔚
）
｝
〔
叶
伊
膏
ｄ
－
〔
峠
痔
糊
庫
ル
一
〔
嵩
一
…
洲
俳
き
置
糾
叫
皿
旺
｝
〔
潟
－
爵
俳
さ
か
汁

　
　
ピ
〔
膏
ジ
〔
ｓ
汀
さ
口
毒
書
ら
ワ
繭
（
〔
さ
糾
づ
ｅ
誉
冒
冒
繭
～
図
望
俳
き
ぴ
）
一
〔
～
げ
芦
“
＞
畑
ｅ
噂
§
糾
小
ｅ
怜
養
〔
サ
汀
Ｊ
べ
膚
米
、
蚕
声
書
商
叫
か
〔
圧
叶
甥
粘
ト
メ
司

　
　
董
〔
芦
Ｊ
汁
。
〔
ｅ
汁
さ
ト
塗
叫
冷
叩
～
ｃ
５
〔
～
げ
吟
昌
Ｈ
雌
整
暮
言
赫
ｑ
簑
口
聞
第
夢
鼻
夢
ヨ
潮
料
陶
ｅ
怜
斉
餅
く
斜
芦
く
讃
繭
「
箏
６
サ
ｑ
ｄ
叫
誉
８

■

の
程
度
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
か
七
七
年
度
に
っ
い
て
だ
け
で
も
筆
者

の
概
算
に
よ
れ
ぼ
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
技
術
職
は
、
七
七
年
度
削
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

分
三
〇
〇
名
が
か
り
に
継
続
し
て
賃
金
（
平
均
一
九
三
、
八
五
一
円
）
を
受

取
っ
た
と
し
て
、
六
九
七
、
八
六
三
、
六
〇
〇
円
、
主
務
職
は
、
年
度

別
の
削
減
計
画
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
単
年
度
各
六
〇
名
の
削

減
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
し
て
、
七
六
年
度
か
ら
の
削
減
人
員
二
一
〇
名
、

二
七
九
、
一
四
五
、
四
四
〇
円
、
杜
外
工
は
、
七
六
年
度
五
〇
〇
名
を

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

除
い
て
以
降
の
削
減
計
画
が
不
明
な
の
で
、
単
年
度
一
〇
〇
名
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

七
七
年
度
計
六
〇
〇
名
（
一
人
平
均
一
七
一
八
一
一
円
）
、
一
、
二
三
七
、

〇
三
九
、
二
〇
〇
円
、
こ
れ
ら
を
合
計
し
て
七
七
年
度
に
お
け
る
可
変

資
本
の
節
約
は
二
、
二
一
四
、
○
八
三
、
二
四
〇
円
（
定
期
給
与
分
の
み
）

に
の
ぽ
る
。

　
可
変
資
本
の
節
約
は
、
時
間
外
労
働
の
削
減
を
と
お
し
て
も
組
織
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
際
特
徴
的
な
こ
と
は
、
七
六
年
四
月
一
目
か
ら
過
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
（
二
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

務
（
時
間
外
労
働
）
管
理
を
こ
れ
ま
で
に
も
ま
し
て
強
化
し
て
い
く
た
め

に
、
次
の
よ
う
な
手
段
が
採
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

可
能
な
か
ぎ
り
補
勤
を
と
ら
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
も
同
一
勤
務

番
の
他
作
業
長
単
位
か
ら
、
欠
員
の
生
じ
た
作
業
長
単
位
へ
応
援
を
確

保
す
る
こ
と
、
食
事
交
替
要
員
に
つ
い
て
は
、
食
事
交
替
時
問
の
み
補

勤
を
お
こ
な
い
、
そ
の
時
間
終
了
後
残
業
に
よ
る
補
勤
者
は
た
だ
ち
に

退
勤
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
常
昼
勤
の
場
合
で
作
業
の
前
・
後
工
程
の

関
係
か
ら
、
常
態
的
な
い
し
定
期
的
に
過
勤
務
の
生
ず
る
職
場
に
つ
い

て
は
、
就
業
時
問
の
変
更
を
お
こ
な
う
こ
と
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
広
畑
を
含
め
て
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
技
術
職
の

殆
ん
ど
が
交
替
制
勤
務
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
勤
務
予

定
者
が
病
気
な
ど
に
よ
り
休
暇
を
と
っ
た
場
合
、
欠
員
が
生
ず
る
が
、

こ
れ
ま
で
は
、
こ
れ
を
同
一
作
業
長
に
所
属
す
る
前
番
勤
務
者
が
残
業

を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
補
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
鉄
鋼
業
に
お
げ

る
過
勤
務
時
間
は
長
く
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
ま
た
、
こ
の
傾
向
は
、
要

員
「
合
理
化
」
の
進
行
と
と
も
に
っ
よ
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
七
六
年
四
月
か
ら
の
過
勤
務
管
理
は
、
長
い
過
勤
務
時
間
に
相
応
す

る
過
勤
務
手
当
を
削
減
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
慣
行
を
排
除
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
四
月
以
降
に
お
げ
る
過
勤
務
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六
（
二
九
〇
）

間
は
、
顕
著
に
減
少
し
て
い
る
（
第
９
表
、
第
１
０
表
）
。
た
と
え
ば
七
八
年

一
月
に
お
げ
る
過
勤
務
時
問
は
、
七
五
年
同
月
と
比
較
し
て
お
よ
そ
三

〇
（
広
畑
技
術
職
）
な
い
し
四
〇
（
同
主
務
職
）
％
の
水
準
に
ま
で
落
ち

込
む
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
労
働
者
の
受
取
る
過
勤
務
手
当
の

減
少
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
第
ｕ
表
は
、
さ
き
の
過
勤
務
管
理
の
実

施
さ
れ
る
以
前
に
ぞ
く
す
る
も
の
で
、
必
ず
し
も
適
当
で
は
な
い
が
、

手
当
は
、
七
六
年
二
月
に
す
で
に
七
四
年
九
月
比
で
約
半
分
に
ま
で
減

少
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
過
勤
務
手
当
が
、

七
六
年
四
月
以
降
い
っ
そ
う
顕
著
に
減
少
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
操
業
率
の
低
下
し
て
い
る
広
畑
で
は
、
雇
用
総
量
の
圧
縮

と
過
勤
務
時
間
（
手
当
）
の
絶
対
的
な
削
減
を
つ
う
じ
て
、
可
変
資
本

の
節
約
が
大
規
模
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手
段
は
、
労
働

濃
密
化
の
積
粁
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
率
を
上
昇
さ
せ
、
さ

き
刀
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
と
相
侯
っ
て
、
利
潤
率
の
上
昇
に
寄
与

す
る
こ
と
に
な
る
。

ゆ
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
位
置
と
役
割

　
で
は
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
訓
練
付
一
時
帰
休
は
、
利
潤
率
の
上
昇

を
意
図
し
た
さ
き
の
不
変
資
本
な
ら
び
に
可
変
資
本
の
節
約
と
、
い
か



な
る
関
連
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
そ
れ
は
可
変
資
本
の
節
約
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
訓
練
期
間
に
お
け
る
対
象
労
働
者
の
通
常
賃
金
の
二
分
の
一
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艦
ｏ
鮒
巌
　
讐
　
講

四
四
〇
円
を
加
え
た
額
が
、
雇
用
安
定
資
金
制
度
に
よ
る
訓
練
付
一
時

帰
休
の
認
定
に
１
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
訓
練
調
整
給
付
金
、
訓
練
調
整
費

助
成
金
と
い
う
名
目
で
、
事
業
主
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

ｅ
　
薄
　
冷
　
一
Ｈ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柾
高
一
事
国
）

舟
・
泣

邊

富

畠

ｏ
ｏ

二

丁

■ｏ

‘べ

．
ｏ
ｏ

○
ｏ

‘ト

丁

丁

・べ

‘
ｏ
ｏ

二

二
閉

一
二

二
◎
ｏ

暮
簑
１

お
．
Ｈ

ミ
．
ｏ
ｏ

崖
．
ｏ
ｏ

Ｈ
ｃ
ｏ
．
ｍ

崖
．
Ｏ

Ｎ
Ｏ
．
○
Ｏ

嵩
．
ｏ
ｏ

三
．
Ｎ

Ｈ
ｏ
◎
．

Ｏ
Ｈ
Ｎ
．
ｏ

Ｈ
Ｈ
一
べ

ｏ
◎
』

ｏ
◎
．
岬

ｏ
』

り
一
ト

１

・

ミ
．
－

Ｈ
ｃ
ｏ
．
岬

Ｈ
ｏ
ｏ
．
ｏ

Ｈ
ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ

Ｈ
ｏ
◎
．
ト

畠
．
ｏ

Ｈ
Ｈ
．
Ｈ

．
べ

嵩
．
ｏ
ｏ

Ｈ
ｏ
〇
一

切

ｏ
ｏ
．
Ｈ

切
．
閉

９
ｏ

べ
一
Ｈ

べ
」

１

土
繁

１

崖
一
〇

崖
．
ｏ

宗
一
〇

Ｈ
ｏ
◎
」

崖
一
〇
〇

お
一
Ｈ

お
．
べ

お
．
◎

５
』

崖
一

べ

Ｈ
卜
仁

崖
一
Ｈ

ｏ
．
ｃ
ｏ

の
．
り

Ｈ
ｏ
』

Ｈ
◎
」

１

１

旨
一
べ

崖
．
Ｈ

宗
」

．
崖
．
ｏ

宗
．
ｏ

Ｈ
Ｈ
．
岬

ｏ
ｏ
．
べ

ｏ
」

ｏ
．
ｏ

Ｈ
◎
」

Ｈ
Ｈ
．

ｏ

べ
．
ｏ
ｏ

切
．
ｏ

Ｐ
Ｏ

ｏ
．
Ｈ

べ
一
◎

１

（
庄
卑
）

鞘
口
材
鱈
陣
見
笛
津
璽
誇
吟
『
直
雷
、
諏
麹
』

お
ｏ
ｏ
巾
（
轟
舟
仁
出
蜆
面
）
片
Ｇ
奇
罫
。

描
Ｈ
ｓ
岬
（
寄
苓
ｏ
。
出
Ｎ
０
ｏ
口
）
一
摘
－
お
岬
（
寄
苓
り
出
墨
口
）
一
摘
冨
ｏ
¢
（
ぎ
肯
ｃ
。
泣
ｏ
．
ｏ
コ
）
一

　
艦
；
耕
　
巌
　
讐
　
繁
　
◎
　
薄
　
、
　
ｓ

鵠
Ｈ
ｓ
伽
．
（
ぎ
舟
－
ｏ
舟
ベ
ロ
）
一
描

　
　
　
　
（
栂
高
一
尋
国
）

舟
・
ｄ

虞

寄

畠

豪

ベ
ベ

べ
ｃ
ｏ

二
三
二
Ｓ

二
・

二

三三
旨

二
・

二
三
二
旨

二
・

墓
嚢

ミ
．
◎
◎
Ｈ
ｏ
ｏ
』

Ｈ
ｏ
〇
一
◎
宕
．
ｃ
ｏ

Ｈ
０
〇
一
ｍ
Ｈ
０
◎
』

ミ
一
べ
崖
．
ト

Ｈ
ｏ
ｏ
．
Ｈ
Ｈ
ｍ
．
ト

Ｎ
◎
一
閉
畠
．
ｏ

崖
』
旨
』

お
．
Ｈ
－
Ｏ
．
り

Ｈ
Ｎ
．
ｏ
ｏ
り
．
Ｈ

畠
一
〇
〇
ｃ
ｏ
．
岬

お
．
岬
０
１
０

－
ド
り
ｏ
ｏ
」

■
一
切
０
１
◎

Ｈ
〇
一
◎
的
．
岬

〇
一
Ｈ
０
．
Ｏ

Ｏ
０
１
切
ト
り

べ
』
ト
ベ

べ
一
〇
ｍ
．
◎
◎

摩
嚢

Ｈ
ｏ
ｏ
』
富
一
〇

宕
一
ゆ
冨
．
べ

Ｈ
０
ｏ
．
ｏ
ｏ
旨
一
〇

－
ｏ
◎
．
ｏ
ｏ
旨
．
ｍ

Ｈ
ｏ
ｏ
．
ｏ
０
Ｈ
卜
ｏ

岩
一
〇
ｓ
一
べ

畠
一
〇
り
』

崖
．
閉
ｏ
◎
一
〇

お
．
ｃ
◎
べ
一
べ

Ｈ
ｃ
ｏ
．
ｃ
ｏ
べ
」

Ｈ
ｃ
ｏ
．
ｃ
◎
べ
一
ｍ

崖
』
べ
一
蜆

旨
．
ｏ
ｏ
ｏ
〇
一
べ

崖
．
べ
ｏ
ｏ
．
ｃ
ｏ

崖
」
べ
一
ｃ
ｏ

目
．
岬
ｏ
』

Ｈ
ｏ
．
ｏ
◎
蜆
．
べ

１
ｍ
一
〇
〇

（
匡
黒
）
　
彗
渚
一
皇
〔
ヨ
Ｇ
。

　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

一
二
七

（
二
九
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

糠
■
耕
　
宙
轡
繁
｝
峠

◎
薄
冷

二
一
八
（
二
九
二
）

舟
・
泣

違

富

３

寓

り
　
　
　
Ｈ
◎

Ｈ
Ｈ

ｓ

Ｈ

Ｎ

ｏ
　
　
　
Ｈ
ｏ
　
　
　
Ｈ
Ｈ

ｓ

Ｈ

Ｎ

滞
灘
（
］
）

二
一
洲
簑

Ｈ
ｐ
お
０
８
一
〇
り
ｏ

Ｈ
ｐ
べ
虐
串
ｋ
漫

Ｎ
◎
一
亀
ｏ
Ｎ
◎
』
轟

お
し
Ｏ
．
Ｈ
富
し
Ｈ
Ｏ

Ｈ
ｐ
ｏ
．
Ｈ
－
ミ
』
ミ

Ｎ
ド
○
ｏ
ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
。
一
〇
〇
。
仁

ミ
』
ミ
旨
』
◎
岬

Ｈ
ｇ
Ｈ
塞
Ｈ
０
。
一
〇
。
蟹

１
１

１
１

１
１

Ｉ
Ｉ

怜
嘉
簑

ト
◎
９
◎
ミ
Ｈ
ｏ
。
し
ｃ
。
り

曽
』
ｓ
易
』
賢

８
一
畠
ｏ
。
ミ
』
畠

お
．
＠
ｓ
Ｈ
ｇ
ｏ
３

い
Ｏ
し
ぎ
岩
一
ｓ
ｃ
。

Ｎ
◎
一
雷
Ｈ
－
卜
◎
腎

Ｈ
ｐ
ｏ
．
ｇ
旨
、
ｏ
◎
ｏ

Ｈ
ｃ
。
一
◎
ｃ
ｏ
蜆
Ｈ
－
ｏ
８

Ｈ
“
Ｏ
爵
ｏ
』
お

Ｈ
ｇ
ｏ
．
８
ｐ
お
ｏ

Ｈ
“
◎
Ｈ
◎
ｏ
』
ｓ

Ｈ
“
ｏ
．
ｃ
．
Ｎ
ｐ
腎
切

二
一
姉
簑

Ｈ
◎
◎
．
ｏ
－
◎
◎
．
◎

Ｈ
◎
Ｈ
．
仁
Ｈ
Ｏ
べ
一
◎

Ｈ
Ｏ
卜
岨
Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
べ

８
．
ト
胃
．
Ｈ

Ｈ
ｏ
Ｈ
一
〇
〇
◎
ｍ
一
べ

Ｈ
崖
一
べ
ｏ
◎
．
ｏ

Ｏ
Ｏ
．
Ｎ
ミ
．
Ｎ

ｏ
◎
Ｎ
一
べ
８
．
◎

ｌ
Ｉ

ｌ
Ｉ

１
１

１
１

◎
９
樹
（
訳
）

怜
品
簑

Ｈ
Ｏ
〇
一
◎
Ｈ
Ｏ
◎
．
Ｏ

Ｈ
０
０
一
〇
Ｈ
Ｏ
Ｈ
一
◎

Ｈ
Ｏ
Ｈ
一
０
８
一
◎

８
．
ト
Ｏ
Ｏ
．
０

Ｈ
０
Ｎ
一
◎
ｏ
◎
ト
ヘ

Ｈ
Ｏ
ド
り
ま
．
岬

ｏ
ｃ
◎
．
ｏ
竃
．
◎
◎

ｃ
◎
ｏ
．
◎
◎
０
０
．
◎

ｃ
ｏ
ｍ
．
い
邊
１
Ｈ

ｏ
◎
ト
．
Ｈ
胃
．
ｏ
ｏ

一
〇
。
ト
ベ
ｓ
．
岬

ｃ
ｏ
り
．
Ｈ
ｓ
．
ｏ
◎

（
庄
ヨ
）

（
暗
）

鞘
口
封
燵
黙
嘩
璽
菌
昨
寓
昨
ル
『
謹
塒
轟
錯
』
岩
◎
ら
（
お
高
令
Ｎ
出
）
一
５
．
Ｈ
Ｏ
（
お
べ
¢
争
Ｎ
出
）
片
Ｇ
寺
爵
。

暗
義
貢
メ
温
づ
駄
か
。

て
い
る
。
こ
の
法
制
度
の
利
用
は
、
可
変
資
本
の
節
約
を
意
味
す
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
は
、
す
で
に
詳
述
し
た
『
要
員
、
人
員
運
用
と
そ
の

話
合
い
の
場
の
改
訂
』
お
よ
び
『
過
勤
務
管
理
の
強
化
』
に
よ
る
作
業

長
ス
バ
ソ
を
越
え
た
応
援
の
目
常
化
、
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
範
囲
の
応
援
は
、
労
働
者
の
職
業
技
能
の
彫
成
が
複
数
以
上
の
ポ
ジ

シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
必
須
の
解
決
課
題
と
し

て
提
起
し
て
い
る
。
労
働
者
が
、
こ
れ
な
し
に
応
援
に
だ
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
と
は
こ
と
な
る
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
で
要
員
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
場
合

に
は
、
機
械
・
装
置
の
運
転
・
監
視
を
な
し
え
た
い
こ
と
に
よ
っ
て
、

価
値
と
剰
余
価
値
の
生
産
に
寄
与
で
き
な
い
ぽ
か
り
か
、
災
害
発
生
の

危
険
さ
え
生
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
生
産
そ
の
も
の
の
一
時
的
た

中
断
さ
え
招
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　
機
械
制
大
工
業
の
も
と
に
お
げ
る
労
働
者
の
職
業
技
能
の
彬
成
は
、

普
遍
化
さ
れ
た
科
学
的
知
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
移
成
は
、

手
工
業
を
技
術
的
基
礎
と
し
て
い
る
た
め
に
、
客
観
化
さ
れ
え
な
い
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
段
階
の
職
業
技
能
の
場
合
と
比
較
と
し
て
、
普
遍



化
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
相
対
的
に
短
期
間
の
う
ち
に
お
こ
な
う
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
も
短
期
問
と
は
い
え
相
対
的
な
意
味
に

お
い
て
で
あ
る
。
機
械
制
大
工
業
に
お
げ
る
職
業
技
能
の
彩
成
は
、
そ

れ
が
科
学
的
な
知
識
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
だ
け

に
、
あ
る
一
定
期
問
の
教
育
や
訓
練
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

資
本
制
的
生
産
関
係
の
な
か
で
、
労
働
者
の
犠
牲
を
伴
わ
ず
に
は
お
か

な
い
と
し
て
も
、
っ
ら
ぬ
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
戦
後
目
本
の
高
蓄
積

過
程
に
お
げ
る
鉄
鋼
産
業
に
そ
く
し
て
考
え
た
場
合
、
職
業
技
能
の
移

成
は
、
工
業
高
校
に
お
け
る
教
育
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
企
業
内
教

育
に
よ
る
配
置
ポ
ジ
シ
ョ
ソ
に
つ
い
て
の
訓
練
を
経
る
こ
と
に
お
い
て

の
み
、
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
ポ
ジ
シ
ヨ
ソ
ヘ
配
置
転

換
さ
れ
る
と
き
に
は
、
所
属
変
更
の
前
か
後
か
は
別
と
し
て
も
、
い
ず

れ
に
し
ろ
新
た
な
ポ
ジ
シ
ヨ
ソ
に
そ
っ
セ
定
め
ら
れ
た
作
業
標
準
書
に

つ
い
て
の
教
育
が
、
な
さ
れ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
作
業
長
範
囲
を
越
え
る
応
援
の
目
常
化
に
は
、

一
人
ひ
と
り
の
労
働
者
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
職
業
技
能
に
加
え
て
、
全

く
新
た
な
職
業
技
能
の
彬
成
が
、
必
須
の
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
、
労
働
老
一
人
あ
た
り
複
数
以
上
の

ポ
ジ
シ
ヨ
ン
に
か
か
わ
る
職
業
技
能
の
形
成
は
、
こ
れ
ま
で
も
『
自
主

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

保
守
体
制
の
確
立
』
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
整
備
技
術
の
習

得
と
い
う
彫
態
で
進
め
ら
れ
て
き
て
は
い
た
。
ま
た
、
特
に
こ
こ
二
、

三
年
、
前
後
工
程
を
含
む
二
っ
以
上
の
職
務
に
労
働
者
を
自
由
に
移
動

さ
せ
う
る
よ
う
、
企
業
内
教
育
の
再
編
成
が
、
要
員
「
合
理
化
」
の
進

行
と
軌
を
一
に
。
し
て
、
す
す
め
ら
れ
て
き
て
も
い
た
。
し
か
し
、
操
業

率
の
低
い
ラ
イ
ソ
か
ら
高
い
ラ
イ
ン
ヘ
の
応
援
の
目
常
化
は
、
整
備
技

術
の
習
得
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
に
よ
り
も
機
械
・
装
置
の
運
転
や

監
視
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
職
業
技
能
の
形
成
を
必
要
と
し
て
い
た
。

ま
た
、
複
数
以
上
の
職
務
へ
の
対
応
と
は
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
そ

れ
は
、
同
一
掛
内
に
お
け
る
配
置
転
換
な
い
し
期
間
の
定
め
ら
れ
た
応

援
、
と
い
う
枠
内
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
た
め

の
職
業
技
能
の
彩
成
も
、
ラ
イ
ソ
ご
と
の
要
員
が
年
々
切
り
つ
め
ら
れ
、

労
働
の
強
化
が
間
断
な
く
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
製
鉄
所
の

意
図
ど
お
り
に
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
異
種
ポ
ジ
シ
ヨ

ソ
ヘ
労
働
者
を
あ
ら
た
に
配
置
す
る
う
え
で
必
要
な
職
業
技
能
は
、
安

全
教
育
を
含
む
実
習
を
不
可
欠
な
構
成
部
分
と
し
て
お
り
、
実
習
者
に

は
、
要
員
と
し
て
数
え
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
事
実
上
作
業
か
ら
は

は
ず
れ
ざ
る
を
え
な
い
指
導
員
が
っ
い
て
い
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
九
（
二
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
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）

・
さ
て
、
七
七
年
十
一
月
か
ら
労
働
組
合
と
の
協
定
の
う
え
で
実
施
に

う
つ
さ
れ
て
い
る
作
業
長
ス
バ
ソ
を
越
え
る
応
援
の
目
常
化
は
、
こ
れ

ま
で
の
単
一
掛
内
に
お
け
る
作
業
長
ス
バ
ソ
を
越
え
た
応
援
を
、
工
場

問
に
ま
た
が
る
場
合
を
含
む
複
数
掛
問
の
応
援
に
、
し
か
も
、
そ
れ
を

従
来
の
期
間
を
く
ぎ
っ
た
や
り
方
か
ら
目
常
的
た
応
援
と
し
て
自
由
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

お
こ
な
う
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
か
ら
、
可
変
資
本
の
節
約
を
積
粁
と
し
、
剰
余
価
値

率
の
上
昇
に
基
礎
を
お
く
作
業
長
ス
バ
ソ
を
越
え
る
応
援
の
日
常
化
は
、

そ
の
本
格
的
な
実
施
の
う
え
で
、
労
働
者
の
複
数
以
上
の
職
業
技
能
の

形
成
、
所
謂
「
多
能
工
」
化
を
課
題
化
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
広
畑
で
は
、
雇
用
安
定
資
金
か
ら
の
補
助
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
可
変
資
本
の
節
約
を
お
こ
な
い
、
同
時
に
、
異
種
掛
に
ま

た
が
る
職
業
技
能
の
形
成
に
の
り
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
剰
余
価
値
率

の
上
昇
の
う
え
で
の
隆
路
の
解
決
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

き
き
と
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
広
畑
の
受
げ
と
っ
た
訓
練
調
整
給
付
金
と

訓
練
調
整
費
助
成
金
の
総
額
は
、
五
億
円
以
上
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う
。

　
　
（
１
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
『
旬
間
情
報
』
第
一
九
五
号
、
七
八
年

　
　
　
　
三
月
五
日
、
十
三
べ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
、
前
掲
、
第
一
八
五
号
、
七
七
年
一
〇

　
　
　
　
月
二
一
日
、
三
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
（
二
九
四
）

　
　
尚
、
広
畑
で
最
大
の
総
炉
内
容
積
を
も
つ
四
号
高
炉
（
二
、
九
五
〇

　
立
方
メ
ー
ト
ル
）
に
つ
い
て
だ
け
考
え
た
場
合
で
も
、
そ
れ
は
、
新
目

　
本
製
鉄
の
中
で
は
、
大
分
二
号
炉
（
五
、
〇
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
、
以

　
下
同
一
単
位
）
、
君
津
四
号
炉
（
四
、
九
三
〇
）
、
大
分
一
号
炉
（
四
、

　
　
一
五
八
）
、
戸
畑
新
一
号
炉
（
四
、
一
四
〇
）
、
君
津
三
号
炉
（
四
、
〇
六

　
三
）
、
戸
畑
四
号
炉
（
三
、
七
九
九
）
、
名
古
屋
三
号
炉
（
三
、
二
四
〇
）
、

　
　
に
つ
い
で
八
番
目
の
位
置
に
と
ど
ま
る
（
一
九
七
七
年
六
月
末
現
在
、

　
　
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
鉄
鋼
統
計
要
覧
』
一
九
七
七
年
版
、
二
二
一
べ
ー
シ

　
　
第
Ｗ
Ｉ
２
表
に
よ
る
）
。

（
３
）
　
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
、
大
月
書
店
版
＠
、
二
九
四
べ
ー
ジ
。

（
４
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
に
お
げ
る
き
き
と
り
調
査
に
よ
る
。

（
５
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
『
鉄
の
響
』
第
三
二
〇
号
、
七
六
年
五
月

　
　
十
七
目
、
六
ぺ
ー
ジ
。

（
６
）
新
日
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
、
前
掲
、
第
一
三
九
号
、
七
六
年
四
月
二

　
　
〇
目
、
七
～
九
べ
ー
ジ
。

（
７
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
、
前
掲
、
第
三
三
二
号
、
七
七
月
五
月
二

　
　
十
日
、
四
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
、
前
掲
、
篤
三
四
四
号
、
七
八
年
五
月
二

　
　
五
目
、
六
ぺ
－
ジ
。

（
９
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
、
前
掲
、
第
一
八
四
号
、
七
七
月
一
〇

　
　
月
一
二
目
、
十
六
べ
ー
ジ
。

（
１
０
）
新
日
本
製
鉄
広
燗
労
働
組
合
、
前
掲
、
第
一
八
四
号
、
七
七
年
一
〇

　
　
月
二
百
、
十
六
べ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
鉄
鋼
大
手
企
業
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
派
遣
は
、
次
表
の
と
お
り

　
　
で
あ
る
。
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場
所
工
作
沢
製
藤
馬
車
群
動
工
自
重
ず
士
す
富
い

〃

触

杜
藤
本
車
車
動
動
自
自
ず
羽
す
呉
い

〃

〃

〃

〃

〃

　
場
場

　
エ
エ

場
都
沢

工
只
藤

山
業
車

狭
工
動

研
ツ
白

技
ハ
ず

田
イ
す

本
ダ
い

〃

〃
　
〃

〃

幡
　
　
石

八鉄製本目新
〃

釜
〃

屋古名
〃

津
山

君
富
　
管
　
鋼
　
本
　
目

〃

〃

〃

潟新
　
山
〃
歌

　
和
　
属
　
金
　
友
　
住

〃

阪大
〃

倉
阪
宮
島
崎
川
戸

　
　
　
水

　
　
　
　
，
　
古

　
　
　
宮

小
大
西
西
尼
加
■
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鉄
　
　
鋼

　
　
製
　
　
製

　
　
崎
　
　
戸

　
　
川
　
　
神

成作りよ）日５月４年
７
８

１
９（号８

１
９
第

ｏ
■
　
　
　
ｏ

報
る
膚
あ
間
で
旬
数
ｒ
た
合
れ
組
さ
働
認
労
確
畑
に
広
で
鉄
ま
製
目

本
１
７
日
月

新
３

）
　
）
所
注
出
（
（

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

通
産
省
『
鉄
鋼
統
計
月
報
』
第
二
七
巻
四
号
、

七
八
年
四
月
分
、
九
三
ぺ
－
ジ
の
七
七
年
度
鉄
鋼

平
均
定
期
給
与
に
よ
る
。

　
日
本
鉄
鋼
産
業
労
働
組
合
連
合
会
『
関
連
労
働

者
ハ
ソ
ド
ブ
ヅ
ク
（
労
働
諸
条
件
一
覧
）
』
、
一
九

七
五
年
版
、
五
五
ぺ
ー
ジ
の
広
畑
製
鉄
所
岡
上
運

輸
、
七
五
年
六
月
分
に
よ
る
。

　
こ
う
し
た
事
態
は
、
　
「
鉄
鋼
業
に
お
げ
る
省
力

化
の
方
途
」
と
題
し
た
『
鉄
鋼
界
報
』
（
第
一
〇

九
八
号
、
七
七
年
二
月
一
一
日
）
の
次
の
よ
う
な

記
事
か
ら
し
て
、
広
畑
だ
げ
に
と
ど
ま
っ
で
は
い

な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
「
特
に
、
経
営
基
盤
の
安
定
の
た
め
に
職
務
設

計
を
基
礎
と
し
た
職
務
の
再
編
に
よ
る
人
の
能
力

の
活
用
は
そ
の
（
人
的
資
源
の
効
率
的
た
活
用
－

引
用
者
）
中
心
的
課
題
と
た
ろ
う
。
す
な
わ
ち
設

備
稼
動
中
心
の
要
員
管
理
か
ら
人
の
能
力
を
十
分

発
揮
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
必
要
と
な
る
。

例
え
ば
、
設
備
に
固
定
配
置
さ
れ
た
要
員
は
、
生

産
量
に
対
応
し
た
弾
カ
的
配
置
へ
、
ピ
ー
ク
対
処

は
稼
動
率
管
理
の
も
と
で
平
準
化
を
は
か
り
、
併

せ
現
行
管
理
思
想
体
制
の
見
直
し
等
を
同
時
的
に

再
編
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
総
合
生
産
性
は
一

〇
～
二
〇
％
程
度
向
上
の
余
地
が
あ
る
と
み
ら
れ

る
」
。

二
一
二
　
（
二
九
五
）



１
１

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

賃
金
補
助
と
「
多
能
工
」

化
の
水
準

１
　
賃
金
補
助
と
職
業
安
定
行
政
の

「
弾
力
」
性

　
雇
用
安
定
資
金
制
度
に
よ
る
訓
練
調
整
給
付
金
の
認
定
は
、
八
分
の

一
以
上
の
労
働
者
が
「
余
剰
人
員
」
と
見
傲
さ
れ
た
う
え
で
、
彼
ら
が

生
産
に
た
ず
さ
わ
ら
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
こ
の
か
ぎ
り
で

は
訓
練
付
一
時
帰
休
の
実
施
は
、
雇
用
関
係
の
維
持
さ
れ
て
い
る
労
働

者
の
一
定
数
が
、
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
生
産
に
参
加
し
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
、
剰
余
価
値
量
の
低
下
を
招
ね
か
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
雇
用
安
定
資
金
制
度
に
よ
る
訓
練

は
、
事
業
主
に
対
す
る
賃
金
の
補
助
を
伴
う
こ
と
に
お
い
て
の
み
実
施

さ
れ
る
。
労
働
力
の
処
分
権
の
一
時
的
た
中
断
に
よ
る
価
値
と
剰
余
価

値
量
の
低
下
は
、
事
業
主
に
支
払
わ
れ
る
訓
練
調
整
給
付
金
と
訓
練
調

整
費
助
成
金
、
に
よ
っ
て
補
償
さ
れ
て
い
る
。
す
た
わ
ち
、
雇
用
安
定

資
金
制
度
に
よ
る
賃
金
補
助
は
、
利
潤
率
の
低
下
を
補
う
と
こ
ろ
の
利

潤
補
償
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
訓
練
付
一
時
帰
休
の
実
施
は
、

賃
金
補
助
に
よ
る
利
潤
の
補
償
な
し
に
は
構
想
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か

二
二
二
（
二
九
六
）

っ
た
。

　
さ
ら
に
、
訓
練
付
一
時
帰
休
は
、
前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
作
業
長

ス
バ
ソ
を
越
え
た
応
援
を
目
常
化
し
て
い
く
う
え
で
、
さ
し
迫
っ
て
解

決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
異
種
掛
に
ま
た
が
る
職
業
技
能
の
彬

成
、
と
い
う
課
題
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
訓
練
付
一
時
帰
休
は
、
資
本
に
よ
る
労
働
力
処
分
権
の
一

時
的
な
停
止
期
問
に
お
げ
る
賃
金
補
助
・
利
潤
補
償
に
よ
り
な
が
ら
、

処
分
権
を
行
使
す
る
あ
か
っ
き
に
は
濃
密
化
さ
れ
た
労
働
に
よ
る
剰
余

価
値
率
の
上
昇
に
転
じ
て
い
く
た
め
の
、
必
須
の
積
粁
を
な
す
も
の
で

あ
っ
た
。

　
で
は
、
広
畑
に
お
け
る
訓
練
付
一
時
帰
休
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
、
雇
用

安
定
資
金
制
度
の
運
用
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
だ
け
で
も
、
職
業
安
定
行
政
は
、
職
業

技
能
の
移
成
を
公
的
な
資
金
の
ひ
き
出
し
に
よ
っ
て
実
施
し
よ
う
と
す

る
広
畑
製
鉄
所
の
意
向
に
、
符
節
を
あ
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
徴
的
な
こ
と
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
雇
用
安
定
資
金
制
度
に
定
め
ら
れ
た
認
定
基
準
さ
え
、
そ

の
運
用
過
程
で
労
働
省
通
達
（
七
七
年
十
二
月
一
目
付
）
に
よ
っ
て
歪
め

ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。



　
制
度
に
し
た
が
え
ぱ
、
個
別
事
業
所
の
認
定
は
、
ｏ
ｏ
訓
練
実
施
工
数

が
雇
用
保
険
者
の
所
定
労
働
延
日
数
の
八
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
、

閉
生
産
お
よ
び
雇
用
指
数
（
粗
鋼
生
産
性
、
過
勤
務
時
間
、
入
職
老
数
）
が
、

最
近
三
カ
月
の
平
均
値
で
前
年
同
期
比
一
％
以
上
の
減
、
最
近
月
で
前

年
同
月
比
三
％
以
上
の
減
で
あ
る
こ
と
、
閉
訓
練
は
、
職
業
に
。
つ
い
て

の
知
識
、
技
能
ま
た
は
技
術
の
習
得
と
向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
、

↑
り
訓
練
は
、
所
定
労
働
目
の
所
定
労
働
時
間
内
に
実
施
さ
れ
、
ま
た
そ

の
受
講
｝
に
は
全
日
に
わ
た
っ
て
業
務
に
つ
か
な
い
こ
と
、
が
基
準
と

さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
労
働
省
通
達
は
、
こ
の
う
ち
生
産
・
雇
用
指
数
に
つ
い

て
、
前
年
同
期
お
よ
び
同
月
値
を
う
わ
ま
わ
ら
な
け
れ
ぱ
よ
い
、
と
い

う
新
た
な
基
準
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
通
達
の
運
用
も
、

当
初
の
基
準
を
さ
ら
に
歪
め
る
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
広
畑
に
お

い
て
は
、
粗
鋼
生
産
量
の
前
年
同
期
の
平
均
値
が
二
一
万
三
七
五
一
ト

ソ
、
最
近
三
カ
月
平
均
値
が
二
二
万
五
五
三
三
ト
ソ
、
と
最
近
三
カ
月

の
五
・
五
％
増
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
数
値
は
、
雇
用
安
定
資

金
制
度
は
も
と
よ
り
通
達
の
基
準
に
さ
え
合
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
指
導
に
お
い
て
は
、
前
年
同
期
値
が

四
号
高
炉
の
改
修
に
よ
る
減
産
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
了

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
広
畑
製
鉄
所
に
よ
る
訓
練
調
整
給
付
金
の
適
用
申
講
は
、

二
月
一
目
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
八
分
の
一
の
訓
練
対
象
老
の
析
出
が
、
労
働
者
の
作
業
遂

行
の
う
え
で
多
大
の
支
障
を
っ
く
り
だ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
職
業
安
定
所
に
よ
る
検
討
は
、
全
く
お

こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
広
畑
に
お
い
て
は
八
分
の
一
に
相
当
す
る
二
六
〇
〇
〇
工
数
（
三
月

分
）
の
確
保
を
、
常
昼
勤
務
者
の
業
務
量
減
少
に
と
も
な
う
約
九
五
〇

〇
工
数
、
交
替
勤
務
者
の
う
ち
の
労
使
間
要
員
協
定
に
て
ら
し
た
「
余

剰
人
員
」
約
一
ニ
ハ
○
○
工
数
、
同
じ
く
ラ
イ
ソ
休
止
等
に
よ
る
「
余

裕
工
数
」
約
四
八
○
○
工
数
、
と
見
込
み
そ
れ
に
そ
っ
て
訓
練
対
象
者

を
捻
出
し
て
い
た
。

　
だ
が
、
常
昼
勤
務
者
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
れ
が
主
に
事
務
や
修
理

部
門
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
操
業
率
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
仕
事
の
量
に
大

き
な
影
響
を
受
げ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
修
理
部
門
で
は
、

コ
ス
ト
低
減
を
至
上
命
令
と
し
た
生
産
体
制
の
も
と
で
、
仕
事
量
の
増

加
さ
え
み
ら
れ
た
。
き
き
と
り
調
査
で
は
、
常
昼
勤
務
者
が
さ
き
の
工

数
削
減
の
た
め
仕
事
の
累
積
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
訓
練
の
修
了
し
た
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
（
二
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

目
に
は
、
た
ま
っ
て
し
ま
っ
た
仕
事
を
こ
な
す
の
に
四
苦
八
苦
の
状
況

で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
交
替
勤
務
の
職
場
で
も
、
　
「
余
裕
工
数
」

（
作
業
実
態
か
ら
要
員
を
下
廻
っ
て
も
作
業
可
能
で
あ
る
と
所
が
判
断
し
て
捻
出

し
た
工
数
）
の
析
出
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
密
度
の
た
か
い
作
業
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
と
い
う
。

　
訓
練
工
数
の
析
出
が
「
余
剰
人
員
」
や
「
余
裕
工
数
」
に
客
観
的
な

基
礎
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
要
員
「
合
理
化
」
を
目
標
に
お
い
た
人

為
的
た
「
余
剰
人
員
」
化
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
組
合
も

認
め
ざ
る
を
え
ず
、
四
月
実
施
分
に
っ
い
て
の
製
鉄
所
提
案
の
承
諾
に

あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
「
表
面
に
出
て
こ
た
い
問
題
指
摘
あ
る
い
は
要
員
運
用
問
題
を
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
い
ろ
い
ろ
職
場
で
や
り
く
り
が
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
」
。

「
教
育
訓
練
工
数
確
保
に
固
執
す
る
あ
ま
り
、
職
場
に
お
け
る
安
全
で

か
っ
円
滑
な
作
業
遂
行
に
大
き
く
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
最
善
の
努

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

力
と
万
全
の
対
策
を
立
て
る
」
こ
と
。

　
し
か
し
、
八
分
の
一
の
工
数
の
算
出
に
つ
い
て
飾
磨
職
業
安
定
所

（
広
畑
製
鉄
所
の
直
接
の
監
督
機
関
）
が
、
た
ん
ら
か
の
干
与
を
お
こ
な
っ

た
と
い
う
こ
と
を
、
き
き
と
り
調
査
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
（
二
九
八
）

　
第
三
に
、
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
三
、
四
月
の
生
産
量
が
、
七
七
年
十

一
、
十
二
月
、
七
八
年
一
、
二
月
の
い
ず
れ
と
比
較
し
て
も
拡
大
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
第
１
２
表
）
。

　
三
、
四
月
に
は
、
粗
鋼
生
産
は
も
と
よ
り
、
連
続
熱
延
、
大
移
、
電

気
ブ
リ
キ
、
電
磁
鋼
板
の
各
ラ
イ
ソ
の
生
産
が
上
昇
を
辿
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
製
鉄
所
が
一
た
ん
訓
練
調
整
給
付
金
の
認
定
を
受
げ
る
や
、

賃
金
補
助
に
－
よ
る
可
変
資
本
の
節
約
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
ラ
ィ
ソ
に

配
置
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
、
よ
り
密
度
の
た
か
い
作
業
を
強
制
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
拡
大
さ
れ
た
規
模
の
剰
余
価
値
生
産
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　
飾
磨
職
業
安
定
所
は
、
訓
練
期
間
中
、
前
後
二
回
に
わ
た
る
立
入
り

検
査
を
お
こ
な
い
は
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
も
訓
練
の
実
施
さ
れ
た
場
所

の
一
部
で
あ
る
夢
前
、
高
浜
の
両
研
修
所
の
巡
回
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

ま
た
、
検
査
に
あ
た
っ
て
は
、
職
業
安
定
所
に
。
よ
る
事
前
連
絡
の
つ
よ

い
否
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
ま
も
な
く
飾
磨
職
業
安
定
所
か
ら
見
に

来
ま
す
」
と
い
う
内
容
の
構
内
放
送
が
流
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
訓

練
調
整
給
付
金
の
支
給
認
定
要
件
の
一
つ
を
な
し
た
生
産
量
の
変
動
に

つ
い
て
、
訓
練
期
問
に
お
げ
る
そ
の
捕
捉
は
全
く
実
施
さ
牝
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
　
『
目
本
鉄
鋼
業
の
現
状
と
問
題
点
』
と
題
し
て
全
員
の
参
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（
畔
）
Ｎ
出
ｅ
ゑ
マ
〈
二
”
メ
温
ｄ
朕
か
。

加
が
義
務
、
づ
げ
ら
れ
た
講
演
会
の
実
質
が
、
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
教
育
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
坂
井
三
郎
氏
（
第
二
次
大
戦
の
撃
墜
王
と
い
う
）
が
招
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

ｏ
ｏ
仁
〇
一

ｏ
。
亀
一
〇
。
亀
一

ｏ
ｏ
お

ｅ
映
史
〔
ト
Ｇ
寺
罵
。

氏
は
「
視
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
猛
訓
練
し
、
真
昼
間
に
星
を
見
た
、

「
戦
闘
中
に
敵
弾
を
受
け
た
が
生
へ
の
執
念
と
目
頃
の
創
意
工
夫
で
九

死
に
一
生
を
得
た
」
、
「
自
分
の
列
機
か
ら
大
戦
中
死
者
を
出
さ
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
（
二
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

た
、
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
構
え
」
た
ど
の
話
し
を
つ
う
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

「
ベ
ス
ト
を
尽
く
そ
う
」
と
力
説
さ
れ
た
と
い
う
。

　
飾
磨
職
業
安
定
所
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育
の
捕
捉
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
さ
き
の
立
入
り
検
査
の
際
の
構
内
事
前
放

送
だ
け
か
ら
も
容
易
に
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
職
業
安
定
行
政
は
、
訓
練
調
整
給
付
金
の
支
給
認
定
、

訓
練
実
施
期
間
の
運
用
、
な
ど
全
て
の
点
に
わ
た
っ
て
「
弾
力
」
的
な

対
応
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
問
題
が

考
察
さ
れ
る
と
き
、
雇
用
安
定
資
金
制
度
の
発
足
に
あ
た
っ
て
、
労
働

省
職
業
安
定
局
長
が
次
の
よ
う
な
訓
示
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
を
、

是
非
共
思
い
お
こ
し
て
お
か
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
「
こ
れ
ら
の
制
度
（
雇
用
安
定
資
金
制
度
－
引
用
者
）
は
諸
外
国
に
も
類

例
を
見
な
い
制
度
で
あ
り
ま
し
て
、
非
常
に
画
期
的
な
制
度
で
あ
り
ま

す
。
…
…
そ
の
基
準
と
運
用
は
実
情
に
却
し
て
弾
力
的
に
と
い
う
要
請

と
、
乱
り
に
わ
た
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
一
見
矛
盾
し
た
要
請
の
双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

方
を
み
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
」
。

　
訓
練
付
一
時
帰
休
を
め
ぐ
っ
て
職
業
安
定
行
政
は
、
賃
金
補
助
を
つ

う
じ
て
可
変
資
本
の
節
約
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
労
働
濃

密
化
に
よ
る
剰
余
価
値
率
の
上
昇
を
確
保
し
て
い
く
う
え
で
の
、
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
（
三
〇
〇
）

者
の
職
業
技
能
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
捗
成
に
、
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

職
業
安
定
行
政
の
「
弾
力
」
性
は
、
こ
の
た
め
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
。

２
　
「
多
能
工
」

化
の
水
準

　
で
は
、
　
「
多
能
」
的
た
職
業
技
能
の
移
成
は
、
ど
の
ラ
イ
ソ
で
、
ま

た
ど
の
程
度
お
し
す
す
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
、

ま
ず
訓
練
調
整
給
付
金
の
適
用
申
請
を
め
ぐ
る
労
使
委
員
会
に
お
い
て
、

製
鉄
所
側
が
次
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
た
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
か
た

げ
れ
ぱ
な
ら
，
な
い
。

　
「
要
人
員
（
要
員
・
人
員
丁
引
用
者
）
の
弾
力
的
運
用
、
ま
た
配
置
合

理
化
を
進
め
て
い
き
た
い
旨
申
し
あ
げ
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
も
単

能
工
か
ら
多
能
工
化
と
い
う
の
は
必
然
の
方
向
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

今
日
の
教
育
訓
練
も
そ
の
こ
と
に
沿
っ
た
も
の
を
主
に
考
え
て
い
る
」
。

　
訓
練
付
一
時
帰
休
が
、
工
場
問
を
含
む
複
数
掛
に
お
け
る
応
援
を
目

常
化
し
て
い
く
た
め
に
、
　
「
多
能
工
」
化
を
課
題
と
し
て
い
た
こ
と
は
、

こ
の
塞
言
か
ら
も
す
で
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
が
、
さ
ら
に
こ
の
点

を
入
手
し
え
た
資
料
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
詳
細
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
す
る
と
、
複
数
掛
に
ま
た
が
る
応
援
の
目
常



化
は
、
操
業
率
の
低
い
ラ
イ
ソ
か
ら
高
い
ラ
イ
ソ
ヘ
の
移
動
を
主
な
方

向
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
ラ
イ
ン
に
お
け
る
操
業
率
は
、

製
銑
、
製
鋼
、
大
形
、
厚
板
で
低
く
、
連
続
熱
延
、
薄
板
、
ブ
リ
キ
、

電
気
亜
鉛
、
電
磁
鋼
板
で
相
対
的
に
高
く
、
な
い
し
は
フ
ル
生
産
の
状

況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
本
節
の
主
題
に
そ
く
し
て
具
体
化
す
れ
ぱ
、

次
の
よ
う
な
推
察
が
可
能
と
な
る
。
○
ｏ
操
業
率
の
低
い
ラ
イ
ソ
で
は
、

訓
練
対
象
人
員
と
訓
練
目
数
が
相
対
的
に
し
ろ
多
く
析
出
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
、
に
リ
操
業
率
の
高
い
ラ
ィ
ソ
で
は
、
そ
れ
ら
の
相
対
的

に
し
ろ
少
な
い
析
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ゆ
操
業
率

の
低
い
ラ
イ
ン
で
は
、
　
「
多
能
工
」
化
を
目
的
と
し
た
講
座
と
訓
練
日

数
の
比
率
が
相
対
的
に
た
か
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の
「
多
能

工
」
化
は
、
異
種
工
場
に
お
げ
る
職
業
技
能
の
彫
成
に
か
か
わ
る
も
の

で
は
な
い
か
、
↑
Ｏ
操
業
率
の
高
い
ラ
イ
ソ
で
は
「
多
能
工
」
化
の
た
め

の
講
座
と
訓
練
日
数
が
相
対
的
に
少
な
く
、
む
し
ろ
当
該
ラ
ィ
ソ
に
直

接
か
か
わ
る
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
　
「
多
能
工
」
化
の
た
め
の
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
た
場

合
で
も
、
そ
れ
は
、
同
一
工
場
内
の
職
業
技
能
の
形
成
に
か
か
わ
る
も

の
で
は
な
い
か
。

　
ま
ず
、
訓
練
対
象
人
員
と
訓
練
日
数
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
一
人
あ
た

　
　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

り
訓
練
延
日
数
は
三
・
一
目
（
三
月
）
、
二
・
八
目
（
四
月
）
で
あ
っ
た

（
第
１
３
表
）
。
こ
の
平
均
値
を
基
準
と
し
て
み
た
と
き
、
訓
練
延
日
数
の

多
い
課
．
工
場
は
、
環
境
管
理
室
、
経
理
、
工
程
調
整
、
運
輸
、
作
業

契
約
、
施
設
、
能
率
、
厚
板
大
形
管
理
、
技
術
研
究
室
、
製
銑
、
コ
ー

ク
ス
技
術
、
製
鋼
、
厚
板
、
大
移
、
熱
延
技
術
、
防
災
管
理
、
設
備
管

理
、
電
気
計
装
技
術
、
炉
材
技
術
、
銑
鋼
整
備
、
機
械
整
備
、
土
建

（
い
ず
れ
も
三
．
四
月
値
と
も
上
廻
っ
た
も
の
）
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、
少

な
い
課
．
工
場
は
、
秘
書
、
シ
ス
テ
ム
開
発
室
、
薄
板
管
理
、
電
磁
鋼

管
理
、
分
析
、
製
銑
原
料
、
コ
ー
ク
ス
、
製
銑
技
術
、
連
続
熱
延
、
冷

延
、
鍍
金
、
電
磁
鋼
板
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
動
力
、
化
成
、
機
械
技

術
、
圧
延
整
備
（
い
ず
れ
も
三
、
四
月
値
と
も
上
廻
っ
た
も
の
）
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
対
照
は
、
操
業
率
の
高
低
に
ょ
る
訓
練
目
教
の
相
違
と
い
う
、

さ
き
の
想
定
と
完
全
に
合
致
し
て
い
る
。
最
も
端
的
に
は
、
操
業
率
の

低
い
原
板
、
大
彬
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
五
・
三
、
六
・
○
（
三
月
分
）

の
一
人
あ
た
り
訓
練
目
数
が
設
定
さ
れ
、
逆
に
、
フ
ル
生
産
に
近
い
鍍

金
や
電
磁
鋼
板
で
は
、
一
・
三
、
○
・
九
（
三
月
分
）
の
一
人
あ
た
り
訓

練
日
数
が
充
当
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
さ
ら
に
、
ラ
ィ
ン
ご
と
の
「
多
能
工
」
化
の
進
展
度
合
に
っ
い
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
（
三
〇
一
）
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－
ぺ
事
瞭

型
嚢
｝
誹

高
皿
蝉

　
一
と

ｃ
ｏ
ｏ
ｏ

雪８

い
ｏ
◎

　
○ト

ベ
Ｈ
冒

ト
い

－
Ｈ
声

ｏ
◎

べ
Ｎ

蜂
碕
聖
素
ｅ
皿
審
望
ヰ
滋

靴
メ
一
童
怜
噌
ｊ

｛
ｅ
含

　
亘

○

○○○○○○○○○○

蜂
耐
四
二
喜
ｅ
固
暑
豊
“
研
高
四
欝

ｅ
講
舜
芹
（
“
）

団
言

Ｏ
＼
＞

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
Ｏ

ｏ
ｏ
ｃ
ｏ
．
べ

Ｕ
＼
声

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

二
二
九
（
三
〇
三
）

Ｈ
Ｏ
〇
一

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．

Ｈ
◎
〇
一

Ｈ
－
一

ｏｏ◎
ｏ
ｏ

Ｈ
◎
Ｏ
．
◎

◎
．
ｏ
ｏ

－
Ｏ
◎
一
◎

旨
．
ｏ



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

一
四
〇
（
三
〇
四
）

鶏
・
Ｈ
蜻

磁醐ヰ津

商
轟茸

串

噂
鴫

蝿蝿茸

鵠
映

潜
聾
婁
謝
麟
寧

潜
　
　
　
　
　
津

溝
口

灘
　
詞、

　
　
メ

鰹
　
灘
　
蔚
　
譜

ｕ
－
、
メ
蔚
謙

耀
麹
事
識
麟
寧

涛
饒
噂
蝿
寧

耀
　
　
　
　
　
蜜

甫
識
＞
畑おお

Ｈ
ミ

崖
ｂ
０

○

ト
◎
嵩

Ｎ
０
◎
岬

８
べ

お冨０

Ｎ
ト
ｏ

¢
ｏ
ｏ

灘
域
聖
一
講
◎
欲
什
洋
｝
蝋

栂
コ
灘
茸
軍
瞭

津
謙
津
融
噛
羽
軍
瞭

繁
歯
－
坤
腓
羅
皆
難
識
隔

臣
臓
鴎
陶
薄
粛

薄
詩
津
誌
蝿
翁
単
瞭

栂
「
以
灘
諦
軍
瞭

拙
「
』
薄
諦
串
嚇

斗
－
ぺ
軍
瞭

描
「
』
皆
難
灘
隔

琳
蹄
薄
茸

醸
尋
寧
瞭

蒲
満
灘
茸
軍
楡

鋤
「
』
牒
轟
灘
隔

灘
詩
薄
諦
蝿
翁
串
瞭

灘
茸
灘
誌
噛
轟
軍
瞭

薄
茸
灘
群
蝿
誠
串
嚇

串
蝿
鴫
蝿
灘
隔

霜
淋
噂
蝿
串
瞭

癩
淋
鴫
贈
軍
瞭

串
茸
津
蹄
識
隔

斗
－
べ
軍
瞭

醸
ヨ
軍
瞭

醸
ヨ
事
瞭

癌
淋
購
茸
寧
瞭

醸
ヨ
軍
嚇

聖
轟
｝
浦

億
口
灘

　
蓬ミ

Ｈ

８畠

Ｈ
旨

ｏ
ｏ
嵩

◎
ｏ
ｍ

ベ
ミ

冒
◎

ト
ｏ
ｏ

紅
ｏ
ｏ
ｏ

偉
ｏ
◎Ｈ

８
Ｎ
竃

心
虞

Ｈ
Ｈ
Ｈ

ｏ
ｏ
◎
Ｈ

８亀

Ｈ
ｏ
◎

　
ｏ
ｏＨ

雪

灘
域
則
昌
欝
◎
皿
唖
“
｝
昌
“
Ｙ
淋
測

灘
坤
聖
輯
◎
四
暑
浬
“
潮
儲
口
灘

◎
轟
舞
洋
（
浪
）

剃
、
雫
下
硝
ｊ
誌
註

団
＼
声
　
　
Ｏ
＼
声

○○○○

○○○○○○

○○○○○○○○○○○○

｝
ミ
．
Ｎ

丁
…

ｏ
ｏ
ド
ｏ
◎

３
．
り

豪
一

Ｈ
◎
◎
．
ｏ

べ
一
〇

Ｈ
）
＼
＞

Ｈ
◎
◎
一
◎

旨
◎
一
◎

Ｈ
Ｏ
◎
．
◎

Ｈ
◎
◎
．
◎

Ｈ
◎
◎
．
◎

Ｈ
ｏ
ｏ
．
◎

旨
◎
．
◎

Ｈ
ｏ
〇
一
◎



灘
濡
婁

篭寓飼汁

欝

謝
購糞

寧キ肩謀

茅
儲
醐
轟
喪
灘
購
寧

諦
　
　
　
　
　
　
儲

　
○

畠
ｃ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
べ

仁
ｓ

仁
ト
杜

弓

胃
り

薄
茸
薄
誌
蟷
事
事
爾

醸
ヨ
事
瞭

噂
嵩
薄
蒔

滞
怜
鮮
詩
単
楡

或
油
蔚
粛
単
瞭

皿
叶
或
贈
単
瞭

鮮
茸
鮮
諾
蝿
曲
軍
瞭

滞
命
串
瞭

峠
蹄
事
踊
噂
贈
軍
瞭

戴
茸
鮮
諾
蟷
翁
軍
爾

滞
　
怜
軍
瞭

皿
糾
鴫
陶
単
瞭

津
註
津
諾
蝿
翁
単
添

鴫
贈
蔚
粛

蹄
怜
串
瞭

滞
命
軍
瞭

轟
鏑
灘
茸
軍
瞭

薄
譜
津
諾
噛
説
軍
瞭

滞
怜
軍
瞭

嘩
蝿
津
弟
単
瞭

轟
鏑
津
茸

寺
辮
噂
蝿
単
瞭

津
詳
津
諾
蝿
翁
軍
瞭

醸
ヨ
単
瞭

舞
　
講
書
誰

滞
怜
串
浦

鮮
茸
津
誌
蝿
載
軍
瞭

轟
　
繁
　
書
灘

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

Ｈ
一
８
べ

　
ｏ
ｏ
ｏ
　
畠

　
Ｎ
ｓ

　
豪
ｏ
〇

　
一
ｓ

　
忘

　
ト
ｏ
胃

　
Ｈ
０
ｏ
ｏ

　
Ｈ
虐

ド
Ｏ
墨

　
Ｎ
亀

　
Ｎ
〇
一

　
〇
◎
昌

－
べ
◎
。
ｏ
．

　
Ｈ
お

　
心
亀

　
長

　
Ｈ
８

○○○○

○○○○

○○○○○○○○○○○○○○
一
四
一

ｍ
．
べ

畠
．べ

一

ｏＨ

（
三
〇
五
）

り
ド

８
一
べ

べ
一
〇

ト
ｏ
〇
一
〇
〇

ｏ
』

震
一

べ
．
◎

Ｈ
Ｏ
◎
一
〇

ｏ
ｏ
卜
ｏ

ミ
．
べ

◎
◎
ｏ
ｏ
．
ｏ

べ
．

Ｎ
０
〇
一

ト
９べ

旨
◎
．
◎

崖
．
◎
ｏ

　
ｏ
ｏ
．
◎



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

鞘
・
Ｈ
麟

購醐

轟
　
　
畿

紛商

Ｈ
却
ミ
光
－
婁
識
麟
撫
〒

Ｈ
却
ミ
舟
，
１
津
茸

冒
　
淳
　
鴫
　
蝿

轡
　
　
　
　
　
　
ｄ

吉贈
、
。

司
　
女薄

舜

噂
　
蝿

メ
薄
請

津
　
詩

醐
域
斗
癖
津
謙

甫
識
＞
畑

Ｎ
雪

ｏ
ｏ
胃

　
Ｎ

０
ｏ
べ

　
Ｈ

８
仁

旨
Ｈ

ｏ
ｏ
岬

ｇ昌

ｏ
◎
仁

灘
功
則
昌
籍
◎
箭
炉
浮
冴
蝋

鮮
茸
薄
誌
蟷
翁
軍
瞭

事
踊
鴫
蟷

詞
富
噂
蝿

鮮
詩
購
諾
嘘
轟
串
瞭

薄
茸
鮮
融
蝿
羽
軍
瞭

醐
戴
畿
商
耀
碓
津
茸
串
嚇

辮
繁
杏
難
単
瞭

灘
謙
津
融
蝿
羽
軍
嚇

醸
尋
軍
瞭

掛
「
』
蔚
茸
単
瞭

斗
ー
ぺ
単
瞭

斗
－
４
軍
瞭

皿
叶
噂
贈
単
瞭

購
詩
鮮
諦
蝿
硝
軍
瞭

購
詩
蔚
融
蝿
諭
軍
瞭

掛
「
』
杏
誰
串
瞭

薄
茸
鮮
融
蝿
翁
軍
瞭

蔚
茸
津
融
蝿
崩
軍
瞭

醐
欺
＞
「
』
諜
瞬

斗
－
べ
軍
瞭

斗
ー
ぺ
軍
瞭

薄
誌
灘
域

繁
蕩
Ｈ
嚇

斗
－
べ
軍
瞭

津
詩
薄
辞
蝿
諭
串
瞭

一
四
二

（
三
〇
六
）

聖
轟
｝
浦

儲
口
灘

　
婁

Ｈ
一
〇
竃

　
ｏ
◎Ｎ

◎

畠
Ｎ

Ｈ
ｏ
０
Ｈ

腎

Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

　
り

８

　
ｏ
ｏ

ミ
ｏ

Ｎ
０
０

仁
ｏ
◎

Ｈ
ｃ
ｏ
ｏ

Ｈ
０
Ｎ

ｃ
ｏ
ト

Ｈ
ｃ
ｏ
ｏ

Ｈ
ｏ
ｏ
～

Ｎ
べ

ミ
ｏ
ｏ

蝉
功
聖
講
ｅ
皿
書
雲
中
滋

靴
、
雫
一

○○

怜
電
二

○○○○○○○○

｛
ｅ
壱

　
ｅ

○○○○○○○○○○○○○○

灘
功
聖
欝
ｅ
皿
審
蟄
｝
浦
儲
口
灘

ｅ
轟
爵
ヰ
　
（
浪
）

団
＼
声

○
言
　
　
　
一
Ｕ
＼
ト

お
．
べ

岬
一

ぎ
一

ｏ
ｏべ

ト
〇
一
べ

ｏ
ｏ
り
』

り
一
◎

○
０
Ｈ
一

塞
一

べＨ

Ｈ
Ｏ
◎
．
Ｏ

ミ
一
ｍ

ト
◎
一

Ｈ
ｃ
ｏ
．

Ｈ
ｏ
〇
一

Ｈ
Ｏ
◎
．

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．

胃
．

ト
◎
◎◎◎ｏ

ｃ
ｏ

ト
Ｎ
』

Ｈ
ｏ
〇
一
◎

Ｈ
ｏ
〇
一
◎

Ｈ
Ｏ
◎
一
◎



司欝円醸醐

茸麓高薄欧

津麟麟麟

茸毒毒毒

麟
　
毒

汁
　
　
　
　
　
　
樽

耳
蚕
笥
茸
覇
畿
断

〇
一
　
　
射
．
　
　
勺

Ｎ
○

Ｈ
Ｏ
ｏ
仁

８
ｏ
◎

ｃ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ

－
○
ｏ
仁

ｃ
ｏ
ト

Ｎ
０
◎

Ｈ

斗
ー
べ
単
瞭

鮮
茸
津
諾
蝿
事
軍
瞭

掛
「
與
津
茸
単
瞭

迎
蒲
醇
贈
軍
瞭

痔
書
鮮
諾
蟷
翁
軍
瞭

掛
「
』
購
茸
軍
爾

事
踊
暗
蝿
単
粛

掛
「
ｕ
書
難
串
爾

掛
「
』
鮮
諾
軍
瞭

皿
冊
醇
蝿
軍
瞭

皿
冊
嘩
蝿
単
瞭

掛
「
』
津
茸
軍
嚇

掛
「
』
鮮
註
単
瞭

雷
囲
蒋
浮
辿
二
薯

紺
「
』
津
諜
単
瞭

樹
「
』
鮮
茸
単
瞭

糠
鱗
書
難
軍
瞭

ト
○

墨

Ｈ
Ｏ
◎
Ｏ

ｃ
ｏ
Ｏ
ｏ
べ

彗
べ

Ｈ
ｏ
ｏ
い

べ
Ｈ
ｏ
ｏ

Ｎ
き

～
ｏ
ｏ
Ｈ

ｇ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
仁

違べ

○○

○○○○○○○○○○○○

畠
．

ｏ
◎
卜

Ｈ０

ｏ
ｏ
り
．
ト

雷
』

０
０
．
０

ｏ
ｏ
卜
ｏ
◎

べ
ｏ
ｏ
．
ｏ
◎

曽
．
ト
ｏ

虐
一
り

崖
一
Ｈ

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．
◎

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．

Ｈ
Ｏ
Ｏ
．

◎ｏ

（
圧
黒
）
鞘
口
材
耀
繋
昇
畠
津
璽
萬
昨
『
直
雷
、
諏
麹
』
摘
Ｈ
漫
巾
（
お
轟
争
Ｎ
泣
旨
コ
）
片
Ｇ
奇
島
。

（
時
）
副
－
鞘
・
Ｈ
鮪
ｄ
甫
鞘
＞
晦
前
ト
ｑ
蝉
域
聖
嚢
ｅ
甜
ぴ
膏
｝
輔
営
闘
鮮
「
べ
引
映
さ
Ｈ
つ
か
鮪
昨
菅
研
か
＆
吻
小
童
叫
轡
鴎
吊
爵
（
毒
煎
壁
・
粉
醜
轡
）
ｅ
耐
菅
三
〔
鼻

　
　
Ｇ
汁
＞
施
一
｝
蝋
ｄ
駄
か
〔
～
戸
片
か
。

　
　
ト
剖
頁
津
浅
語
餅
津
搬
石
Ｃ
汁
Ｏ
。
出
串
ｅ
｝
耐
ｄ
猷
か
。

　
第
１
４
表
、
第
１
５
表
、
そ
し
て
第
１
６
表
は
、
こ
れ
の
考
察
を
目
的
と
し

て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
各
訓
練
内
容
の
目
的
別
分
類
は
、
き
き
と
り
調

査
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
４
表
で
は
「
多
能
工
」
化
を
目
的

と
し
た
訓
練
が
「
業
務
知
識
の
習
得
」
　
「
業
務
知
識
習
得
研
修
」
　
「
技

術
技
能
習
得
研
修
」
　
「
操
炉
技
術
研
修
」
　
「
操
業
技
術
研
修
」
　
「
職
場

　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

技
術
研
修
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
判
断

が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
「
多
能
工
」
化
は
、
製
鉄
所
全
体
か
ら

各
課
・
工
場
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
い
っ
そ
う
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
第

１
５
，
１
６
表
の
各
表
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
テ
ー
マ
研
修
」
「
技

術
技
能
研
修
」
　
「
現
場
実
施
訓
練
」
と
い
う
名
称
で
も
お
こ
な
わ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
（
三
〇
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
旨
淋

蝉
酎
聖
嚢
ｅ
｝
蝋
箭
片
９
皿
雪

§

一
四
四
（
三
〇
八
）

聖
轟
｝
耐

雌
坤
聖
藩
ｅ
皿
暑
望
ヰ
滋

灘
坤
謝
蘭

｝
　
　
　
　
輯

儲
四
蝉

灘
功
型
二
謝
榊
＾
◎
四
雪
｝
昌
潜
…
浄
靴
榊
＞
畑
◎
磁
舞
庄
（
“
）

一
と

ｕ
メ
〒
粛

怜
諾
Ｈ
吉

小
◎
註

薄
亘

一
〇
一

亘

団
＼
ト
　
　
Ｏ
》

Ｕ
＼
声

黙
淋
津
茸
単
瞭

癌
撚
鮮
謙
訴
片
９
贈
轟
蔚
茸

畠

○

卜
Ｈ

糾
「
』
津
茸
軍
瞭

瘤
満
津
諒

～
Ｏ
◎
Ｏ

○

旨
．
ｏ
ｏ

膝
洋
嚇
或
串
瞭

蘭
蝿
掛
諏
・
灘
詩
覇
瀞

ｏ
ｏ
ｏ

○

ｏ
〇
一
閉

滞
　
怜
　
串
　
瞭

滞
怜
轡
奇
繭
様
・
寺
淋
鶉
様
◎
虹
風
ぺ

ｓ
◎

○

Ｈ
◎
．
ｏ
◎

腓
溝
蔚
詩
串
瞭

藩
薄
ｅ
腓
轟
曹
難

一
ｃ
◎

○

Ｈ
．
ｏ

ｕ
＼
凡
Ｈ
１
》
－
串
瞭

ｕ
＼
～
Ｈ
－
～
－
ｅ
牒
轟
杏
難
津
謙

旨

○

Ｈ
．
り

斗
ー
べ
軍
瞭

癌
淋
薄
詩
◎
覇
潮

い
ト

○

心
』

薄
茸
津
融
串
雨

酎
満
牟
諜
贈
毒
～
満
罫
寺
淋

ｏ
◎
◎
ｏ

○

べ
一
〇

ミ

灘
輿
買
珂
輩
蝋
＞

８
◎

○

畠
．
Ｎ

滞
　
怜
　
事
　
瞭

奇
淋
繭
様
◎
細
風
ｒ

ｇ

○

ｏ
．
◎

醸
　
尋
　
寧
　
雨

Ｈ
宗

○

Ｈ
◎
一
蜆

（
庄
ヨ
）

（
嚥
）

昧
昧
～
◎
誰
蛛
声
片
洲
。

＞
Ｈ
蜻
丙
請
ｑ
か
ｏ
ｏ
泣
溺
睾
国
ｅ
－
噴
づ
胱
か
。

描
崖
洲

蝉
坤
則
二
瀞
淋
ｅ
｝
概
前
片
９
皿
書

一
〇
。

聖
藩
“
誹

蝉
坤
聖
霧
ｅ
皿
暑
智
ヰ
滋

灘
坤
聖
霧
◎
皿
暑
浬
濡
皿
灘
ｅ
嚇

｝
　
　
　
輯

轟
　
　
　
　
琳

儲
四
蝉

舜
ヰ
（
“
）

一
と

靴
メ
雫
一

怜
電
二
ぶ
註

団
》

・
一
二

○
享

鴫
　
蝿
　
鱒
　
蹄

一
増
誤
帥
即
針
（
、
、
斗
斗

－
ｏ
．
８

○

ｓ
．
ｏ
ｏ

ｕ
メ
　
テ
擁
蒔

津
詩
津
誌
串
瞭

崖
仁

○

閉
．
べ

騨
鱗
淋
誉
堅
講

Ｈ
痢
囲
ｄ
糊
畑
呼
ｗ
け
サ
ペ
ベ
淋
譜
斗

ぴ

Ｏ
Ｏ
良

○

冨
．
Ｈ

滞
　
怜
　
軍
　
瞭

Ｈ
ｏ
０
Ｎ

○

ｍ
』



津
　
茸
　
蜂
　
卦

津
　
茸
　
蜂
　
功

騨
潮
牒
普
則
二
薄

富

Ｎ
仁

Ｈ
ｏ
◎

○○

ｏ
．
べ

ｃ
ｏ
．

一
．

ＯＯ

（
圧
早
）

（
時
）

昧
昧
～
Ｇ
畿
嫌
声
汁
か
。

団
Ｈ
堕
〔
甘
ｑ
か
ｃ
ｏ
ｂ
屏
単
国
ｅ
－
嶺
ｄ
胱
ぴ
。

い
る
。
こ
う
し
た
事
実
に
し
た
が
え
ぱ
、
第
１
４
表
の
「
多
能
工
」
化
分

類
は
、
も
っ
と
広
げ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但

し
、
た
と
え
ぱ
「
テ
ー
マ
研
修
」
が
す
べ
て
の
課
・
工
場
で
　
「
多
能

工
」
化
の
た
め
の
訓
練
内
容
か
ら
な
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

き
き
と
り
調
査
で
も
確
認
し
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
「
多
能
工
」
化

の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
過
少
評
価
の
お
そ
れ
を
含
み
な
が
ら
も
、
さ

き
に
示
し
た
内
容
に
し
た
が
っ
て
最
も
確
実
と
お
も
わ
れ
る
判
断
を
お

こ
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
「
多
能
工
」
化
の
進
展
状
況
を
整
理
す
れ
ぱ
、

環
境
管
理
室
、
原
料
、
電
磁
鋼
管
理
、
製
銑
、
製
銑
原
料
、
製
鋼
、
鋼

片
、
大
彬
、
冷
延
、
鍍
金
、
電
磁
鋼
板
、
化
成
、
電
気
計
装
技
術
、
な

ど
の
課
・
工
場
で
訓
練
工
数
の
半
分
以
上
が
「
多
能
工
」
化
の
た
め
の

訓
練
に
充
当
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
を
操
業
率
の
高
低
に
対
応
し
た
課
・
工
場
別
の
訓
練
延
目
数
の

相
違
と
ク
ロ
ス
さ
せ
て
み
る
と
、
延
目
数
の
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
と

　
　
　
訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諾
結
果
（
三
富
）

こ
ろ
の
う
ち
、
秘
書
、
庶
務
、
シ
ス
テ
ム
調
整
、
薄
板
管
理
、
分
析
、

製
銑
部
調
整
（
掛
）
、
コ
ー
ク
ス
、
製
銑
技
術
、
連
続
熱
延
、
ニ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
、
動
力
、
プ
ロ
セ
ス
技
術
、
圧
延
整
傭
、
電
気
整
備
、
な
ど
五

八
％
の
課
・
工
場
で
「
多
能
工
」
化
に
か
か
わ
る
訓
練
は
、
全
く
実
施

さ
れ
な
か
っ
た
。
反
対
に
、
操
業
率
が
低
く
訓
練
目
教
の
相
対
的
に
高

い
課
・
工
場
の
う
ち
、
環
境
管
理
、
製
銑
、
大
形
、
電
気
計
装
、
銑
鋼

整
備
、
な
ど
二
六
・
一
％
の
課
・
工
場
で
「
多
能
工
」
化
が
推
進
さ
れ

た
。　

こ
の
よ
う
に
入
手
し
え
た
資
料
に
し
た
が
え
ば
、
操
業
率
の
低
い
ラ

イ
ソ
で
訓
練
日
数
が
多
く
、
そ
の
高
い
ラ
イ
ソ
で
は
相
対
的
に
少
な
い

訓
練
工
数
の
析
出
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
当
初
の
想
定
と
全

く
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
に
訓
練
日
数
の
少
な
い
課
・
工
場
の

「
多
能
工
」
化
は
、
比
較
的
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
訓
練
日
数
の
多
い

課
・
工
場
の
「
多
能
」
的
な
職
業
技
能
の
形
成
は
、
多
い
と
は
必
ず
し

も
い
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
異
種
工
場
間
の
場
合
を
含
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
（
三
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
七
巻
・
第
二
号
）

複
数
掛
へ
の
応
援
の
目
常
化
に
そ
っ
た
「
多
能
工
」
化
、
と
当
初
塑
言

し
て
い
た
製
鉄
所
が
、
訓
練
調
整
給
付
金
の
受
給
を
前
に
し
て
「
職
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

実
習
を
通
じ
て
の
幅
広
い
技
術
技
能
の
習
得
な
ど
」
の
成
果
を
得
た
、

と
発
表
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
、
補
い
と
す
る
ほ
か
に
な
い
。

　
こ
う
し
て
製
鉄
所
は
、
労
働
者
の
職
業
技
能
の
新
た
な
彩
成
を
、
賃

金
の
プ
ー
ル
化
さ
れ
た
公
的
な
資
金
の
利
用
に
よ
っ
て
は
た
す
と
と
も

に
、
縮
小
さ
れ
た
人
員
と
労
働
時
問
か
ら
最
大
の
利
益
を
ひ
き
だ
す
た

め
の
、
職
業
技
能
上
の
条
件
を
と
と
の
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
か
く

し
て
、
賃
金
補
助
を
支
柱
と
し
て
実
施
さ
れ
た
訓
練
付
一
時
帰
休
は
、

可
変
資
本
の
節
約
を
つ
う
じ
て
利
潤
補
償
と
し
て
機
能
し
え
た
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

に
、
　
「
多
能
」
的
た
職
業
技
能
の
「
集
中
的
」
な
彩
成
を
つ
う
じ
て
剰

余
価
値
率
な
い
し
利
潤
率
上
昇
の
布
石
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
『
旬
間
情
報
』
第
一
九
九
号
、
七
八
年

　
　
　
　
四
月
十
二
目
、
一
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
新
日
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
、
前
掲
、
第
一
九
九
号
、
七
八
年
四
月

　
　
　
十
二
目
、
二
一
べ
ー
ジ
。

　
　
（
３
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
『
鉄
の
響
』
第
三
四
三
号
、
七
八
年
四
月

　
　
　
　
二
十
五
日
、
一
四
べ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
　
労
働
省
『
職
業
安
定
広
報
』
第
二
八
巻
二
四
号
、
七
七
年
十
月
十
一

　
　
　
　
目
、
七
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
５
）
新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
、
前
掲
、
第
一
九
五
号
、
七
八
年
三
月

（
６
）

（
７
）

一
四
六
（
ゴ
ニ
○
）

五
目
、
　
一
三
ぺ
ー
ジ
。

新
目
本
製
鉄
広
畑
製
鉄
所
、
前
掲
、
第
三
四
四
号
、
七
八
年
五
月
二

十
五
目
、
十
一
ぺ
ー
ジ
。

新
目
本
製
鉄
広
畑
労
働
組
合
、
前
掲
、
第
一
九
八
号
、
七
八
年
四
月

五
目
、
二
十
一
ぺ
ー
ジ
。

お
　
わ

り

に

　
訓
練
調
整
給
付
金
の
適
用
に
よ
っ
た
「
多
能
」
的
な
職
業
技
能
の
形

成
は
、
き
き
と
り
調
査
に
よ
れ
ぱ
そ
の
後
の
要
員
改
定
や
複
数
掛
間
の

応
援
の
日
常
化
の
う
え
で
、
い
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
訓
練

付
一
時
帰
休
を
っ
う
じ
て
、
職
場
に
お
げ
る
雇
用
不
安
が
『
中
期
体
質

改
善
五
カ
年
計
画
』
の
発
表
さ
れ
、
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
当
座
と
比
較

し
て
も
、
よ
り
古
同
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
雇
用
不
安
の
た
か
ま
り
は
、
小
論
の
全
分
析
に
し
た
が
え
ば
、
次
の

よ
う
た
諾
条
件
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
広
畑
製
鉄
所
の
労
働
者
の
八
分
の
一
が
「
余
剰
人
員
」
．
な
い

し
「
余
裕
工
数
」
と
見
傲
さ
れ
、
そ
の
も
と
で
訓
練
実
施
前
に
較
べ
て

さ
え
拡
大
さ
れ
た
規
模
の
生
産
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、

「
多
能
工
」
化
の
新
し
い
水
準
を
き
ず
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
要
員
改
定

や
応
援
の
日
常
化
の
う
え
で
の
職
業
技
能
上
の
障
壁
を
と
り
除
い
た
こ



と
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
訓
練
終
了
後
応
援
の
日
常
化
の
う
え
に
早
速
い

か
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
「
多
能
」
的
な
職
業
技
能
の
形
成
に
職

業
安
定
行
政
が
組
み
こ
ま
れ
、
そ
の
た
め
雇
用
安
定
資
金
が
、
事
業
主

に
対
す
る
賃
金
補
助
・
利
潤
補
償
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
労
働
老
の
賃
金
か
ら
控
除
さ
れ
プ
ー
ル
さ
れ
た

公
的
な
資
金
が
、
賃
金
補
助
・
利
潤
補
償
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
対

極
に
は
、
労
働
者
に
対
す
る
失
業
期
間
の
所
得
保
障
が
擬
制
化
さ
れ
て

い
る
、
と
い
う
条
件
が
あ
る
。

　
雇
用
不
安
の
た
か
ま
り
は
、
こ
う
し
た
諸
条
件
の
変
更
な
し
に
は
、

今
後
も
続
く
も
の
と
危
慎
さ
れ
る
。

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果
（
三
富
）

一
四
七
（
三
　
一
）




